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活き活き訪問健診

　住み慣れた地域で誰もが安心して暮らし続け
られるよう、市では今年度から、住民のみなさん
と一緒になって、各地区で健康福祉委員会の設立
を進めています。
　委員会で取り組む健康づくり事業の一つとし
て、市民病院の矢野昭起医師と保健介護課の保健
師等が連携して地域に出向き、健診と問診、健康
相談などを行い、病気の早期治療と予防につなげ
ています。（２月８日、佐田集会所）

（3、12ページ）
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※3月16日(土)までの計画については、広報四万十2月号に掲載しています。
【問い合わせ先】（本庁）保健介護課  0(34)1115　（総合支所）保健課　0(52)1132

31年に1度は健診を

輝くカラダ塾

定例健康相談

1歳9カ月児健診

活き活き訪問健診

マム＆チルドレン

定例健康相談

3歳児健診

乳児健診

出張健康相談

胃がん検診

定例健康相談

胃がん検診

胃がん検診

乳児健診

献血

乳児、1歳6カ月児、3歳児健診

献血

献血

胸部レントゲン（肺がん検診）

献血

　健康管理センター

　西土佐分署横

　健康管理センター

　大屋敷集会所

　具同体育センター

　西土佐分署横

　健康管理センター

　健康管理センター

　ＪＡ高知はた西土佐支所

　安並スポーツセンター

　西土佐分署横

　ＪＡ高知はた西部事業所

　古津賀ふれあい会館

　健康管理センター

　フジグラン四万十　

　西土佐保健センター

　高知県幡多総合庁舎

　竹本病院　

　下田地区

　四万十市役所
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東山地区

東中筋地区

東山地区

下田地区

18日（月）

22日（金）

27日（金）
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15日（月）

16日（火）

17日（水）
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該当地区 時　　間

3

月

4
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事　　業　　名月日 場　　所

　市民病院では外来患者さまのお薬を当院薬局で出していましたが、４月１日から原則「院外処方」に変更し
ます。
　「院外処方」とは、医師の診察後にお薬が必要な場合「院外処方せん」を発行し、患者さまには病院の薬局では
なく「保険薬局」や「処方せん受入薬局」などの表示のある病院外の薬局でお薬を受け取るシステムです。国（厚
生労働省）の方針で推進されており、高知県内すべての公立病院が「院外処方」となっています
　「院外処方」への変更により、「かかりつけ薬局をもつことにより、重複投薬が避けられる」、「お薬の使用法に
ついて十分な説明や相談が受けられる」などの医療安全面のサービス向上が図られます。
　なお、不明なことなどについては、各診療科の外来、薬剤科、総合受付などスタッフまでお問い合わせくださ
い。

【問い合わせ先】市民病院　☎（３４）２１２６

４月１日から
市民病院の院外処方が
スタートします

４月１日から
市民病院の院外処方が
スタートします
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地
区
健
康
福
祉
委
員
会

代
表
者
連
絡
会
議

〜
地
区
の
事
例
発
表
に
感
銘
、

　
　
　

特
別
講
演
に
笑
い
の
涙
〜

　

２
月
13
日（
水
）、市
立
中
央
公
民
館
に
て
、市
内

の
地
区
健
康
福
祉
委
員
会
の
代
表
者
等
１
２
７
名

が
参
加
し
、代
表
者
連
絡
会
議
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
地
区
健
康
福
祉
委
員
会
は
、
今
年
度
か
ら

ス
タ
ー
ト
し
た「
健
康
福
祉
地
域
推
進
事
業
」の
運

営
母
体
と
な
る
も
の
で
、
現
在
87
地
区
で
委
員
会

が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

最
初
に
間
六
口
先
生
に
よ
る
、
笑
い
と
高
齢
化

に
伴
う
笑
え
な
い
現
実
を
織
り
交
ぜ
た
、
楽
し
い

講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

　

講
演
中
は
笑
い
声
が
絶
え
な
い
、
大
変
和
や
か

な
楽
し
い
時
間
と
な
り
、
中
に
は
涙
を
流
し
な
が

ら
大
笑
い
し
て
い
る
人
も
い
て
、
笑
い
が
も
た
ら

す
健
康
効
果
を
満
喫
し
て
い
ま
し
た
。

　

事
例
発
表
で
は
、権
谷
地
区
か
ら
は
、ア
イ
デ
ア

を
生
か
し
た
健
康
体
操
な
ど
を
地
区
住
民
が
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
精
神
で
取
り
組
ん
で
い
る
様
子
や
、
ま

た
、数
十
年
も
続
い
て
い
る
月
一
回
の「
し
め
縄
づ

く
り
」
で
は
、
作
業
の
人
用
の
昼
食
づ
く
り
か
ら
、

在
宅
高
齢
者
へ
の
弁
当
の
宅
配
に
発
展
す
る
な
ど

地
域
の
支
え
あ
い
の
輪
が
広
が
っ
て
い
る
様
子
が

発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　

赤
松
団
地
か
ら
は
、地
区
の
中
の
人
材（
介
護
福

祉
士
、看
護
師
な
ど
）を
生
か
し
た
独
自
の
健
康
教

室
や
、
ク
リ
ス
マ
ス
会
を
地
区
の
子
ど
も
と
そ
の

保
護
者
と
一
緒
に
行
い
、「
地
域
と
子
ど
も
た
ち
と

の
距
離
が
よ
り
身
近
な
も
の
に
な
っ
た
」
な
ど
地

域
づ
く
り
と
し
て
の
前
進
を
感
じ
さ
せ
る
報
告
も

あ
り
ま
し
た
。

　

今
回
は
初
め
て
の
会
議
で
し
た
が
、
参
加
者
が

大
変
有
意
義
な
時
間
を
共
有
す
る
こ
と
が
で
き
た

こ
と
は
、
今
後
の
地
区
健
康
福
祉
委
員
会
の
活
力

に
な
る
も
の
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

（
市
）保
健
介
護
課（
健
康
福
祉
担
当
）

　

☎（
３
４
）１
１
６
５

は
ざ
ま
む
く
ち

　

国
は
平
成
24
年
度
補
正
予
算
に
緊
急
雇

用
創
出
臨
時
特
例
基
金
事
業
の
新
た
な
メ

ニ
ュ
ー
と
し
て
「
起
業
支
援
型
地
域
雇
用

創
造
事
業
」
を
盛
り
込
ん
で
全
国
で
約
１

０
０
０
億
円
の
規
模
で
実
施
予
定
と
し
て

い
ま
す
。

　

こ
れ
を
受
け
、高
知
県
で
も
約
20
億
円
の

要
望
を
国
に
あ
げ
、取
り
組
み
を
進
め
て
い

ま
す
。

　

市
と
し
て
も
こ
の
事
業
を
有
効
に
活
用

す
べ
く
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

■
事
業
の
概
要

　

市
の
産
業
・
雇
用
振
興
策
に
合
致
（
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
る
各
種
計

画
を
参
照
く
だ
さ
い
）
し
、
雇
用
創
出
を
図

る
こ
と
を
第
一
の
目
的
と
し
ま
す
。

　

ま
た
、
事
業
終
了
後
も
引
き
続
き
、
企
業

等
で
継
続
雇
用
を
行
っ
て
い
た
だ
く
こ
と

が
望
ま
し
い
で
す
（
必
須
で
は
あ
り
ま
せ

ん
）。

一
．
支
援
の
対
象
は
起
業
後
10
年
以
内
の

企
業
等
で
す
。な
お
選
定
に
あ
た
っ
て

は
有
識
者
の
意
見
を
聴
取
し
ま
す（
プ

ロ
ポ
ー
ザ
ル
で
の
選
定
委
員
に
な
っ

て
い
た
だ
く
予
定
）。

二
．事
業
者
負
担
は
あ
り
ま
せ
ん
。県
に
対

象
事
業
費
と
し
て
認
め
ら
れ
れ
ば
全

額
市
か
ら
の
委
託
事
業
と
な
り
ま
す
。

三
．
事
業
費
に
占
め
る
新
規
雇
用
失
業
者

の
経
費
の
割
合
が
１
／
２
以
上
で
す
。

四
．
新
規
雇
用
失
業
者
の
雇
用
期
間
は
１

年
以
内
で
す
。
な
お
、
こ
れ
ま
で
の
基

金
事
業
の
雇
用
期
間
は
通
算
し
ま
せ

ん
。

五
．
事
業
対
象
期
間
は
平
成
25
年
度
末
ま

で（
平
成
25
年
度
途
中
開
始
の
事
業
は

平
成
26
年
度
も
実
施
可
能
）で
す
。

　　

市
は
、
平
成
25
年
度
当
初
予
算
に
こ
の

事
業
費
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
、市
議
会
議
決
を
経
て
、市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
詳
細
を
お
知
ら
せ
し
、
事
業
募

集（
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式【
事
業
提
案
型
】）

を
３
月
22
日
ご
ろ
に
行
う
予
定
で
す
。
　

　

こ
の
事
業
を
活
用
予
定
の
企
業
等
の
方

な
ど
は
準
備
を
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

（
市
）商
工
課 

商
工
・
雇
用
対
策
係
　

　

☎（
３
４
）１
１
２
６

起
業
支
援
型

地
域
雇
用
創
造
事
業
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現
在
の
八
束
保
育
所
は
国
道
３
２
１

号
沿
線
の
海
抜
６
・
５
ｍ
と
低
い
土
地
に

位
置
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
24
年
12
月
10
日
に
公
表
さ
れ
た

最
大
ク
ラ
ス
の
津
波
予
測
で
は
、地
震
発

生
後
、避
難
が
困
難
と
な
る
30
㎝
の
津
波

は
保
育
所
付
近
に
お
い
て
36
分
で
到
達

す
る
と
想
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、東
日
本
大
震
災
で
は
最
大
震

度
７
の
揺
れ
以
降
、40
分
間
に
10
回
も
の

震
度
４
以
上
の
強
い
余
震
が
観
測
さ
れ
、

容
易
に
避
難
で
き
な
か
っ
た
状
況
も
報

告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
で
子
供
た
ち
の
初

動
、
ま
た
周
辺
の
地
形
等
を
考
え
る
と
、

36
分
の
避
難
可
能
時
間
は
決
し
て
安
心

で
き
る
時
間
で
は
な
く
、小
さ
な
命
を
守

る
た
め
に
は
大
津
波
に
対
し
安
全
が
確

保
さ
れ
る
場
所
に
移
転
す
る
必
要
が
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、本
市
で
は
八
束
保
育
所
の
高
台

移
転
と
と
も
に
、
大
規
模
災
害
時
の
復

旧
・
救
援
活
動
並
び
に
収
容
避
難
所
の
機

能
を
有
す
る
複
合
的
な
防
災
拠
点
基
地

と
し
て
、四
万
十
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
の

一
部
用
地
を
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
整

備
し
た
い
と
考
え
て
お
り
、現
在
こ
の
構

想
に
つ
い
て
、
同
ク
ラ
ブ
と
協
議
を
行

い
、計
画
の
目
的
や
方
針
に
つ
い
て
理
解

を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
、課
題
解
決
の
た
め
に
双
方
で
詳

細
な
協
議
を
重
ね
、事
業
実
現
が
図
れ
る

よ
う
努
力
し
て
い
き
ま
す
の
で
、皆
さ
ま

の
ご
理
解
、ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※

下
田
地
区
の
防
災
拠
点
基
地
整
備
構

　

想
に
つ
い
て
は
広
報
４
月
号
以
降
で

　

紹
介
す
る
予
定
で
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

（
市
）総
務
課 

防
災
対
策
係

　

☎（
３
５
）２
０
４
４

八
束
地
区
防
災
拠
点
基
地

整
備
構
想

防災拠点基地とは
（四万十市独自の呼称）
長期避難可能な既存施設
（四万十CC）と併せ復旧・
救援活動機能を備えた総
合的な防災拠点施設

四万十カントリークラブ（海抜63ｍ）
（H24.12.13災害時収容避難所として協定）
一時避難～長期避難が可能な施設として利用
（レストラン厨房・風呂等）

四万十カントリークラブ（海抜63ｍ）
（H24.12.13災害時収容避難所として協定）
一時避難～長期避難が可能な施設として利用
（レストラン厨房・風呂等）

天満宮
（海抜17.8m）
天満宮

（海抜17.8m）

八束小学校
（海抜5.6m）
八束小学校
（海抜5.6m）

八束保育所（海抜6.5m）
園児33名、保育士等9名
面積1,500㎡

八束保育所（海抜6.5m）
園児33名、保育士等9名
面積1,500㎡

防災活動拠点施設
自家発電施設

道路整備

ヘリポート

防災備蓄倉庫

道路整備

八束保育所移転先（案）

【南海トラフ巨大地震による震度分布、
最大津波高　H24.12.10高知県発表】
1.最大浸水深（地盤から）
・国道321号：４m　　・園庭：３m

2.現地盤から30cm浸水する時間
（地震発生から）
・国道321号：３２分　　・園庭：３６分

避難路整備
※ルート未確定

←四万
十川

避難路整備
（整備中）

面積≒１，５００㎡
（海抜38m）

面積≒１，５００㎡
（海抜38m）

防災広場
面積≒６，０００㎡
（海抜35m）

防災広場
面積≒６，０００㎡
（海抜35m）

現道幅員
4～5m

八束保育所前
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２
月
20
日
、
幡
多
農
高
で
、
本
市
で
は
初

め
て
と
な
る
、高
校
生
を
対
象
と
し
た
防
災

講
演
会
を
開
き
ま
し
た
。市
と
学
校
の
共
催

に
よ
る
も
の
で
す
。

　

古
津
賀
地
区
の
高
台
に
位
置
し
災
害
時

の
避
難
場
所
と
な
る
幡
多
農
高
で
は
、毎
年

避
難
訓
練
や
防
災
学
習
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
そ
の
一
環
と
し
て
、こ
の
地
域
で

生
活
す
る
う
え
で
知
る
必
要
が
あ
る
地
震
・

津
波
に
つ
い
て
学
ぼ
う
と
、
四
万
十
市
地

震
・
津
波
対
策
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
都
司
嘉
宣

先
生
を
講
師
に
招
き
ま
し
た
。

　

演
題
は
、「
宝
永
地
震
（
１
７
０
７
）
の
津

波
は
、幡
多
郡
各
地
で
約
15
m
の
標
高
に
達

し
た
。こ
の
津
波
の
再
来
に
そ
な
え
よ
。」

　

都
司
先
生
に
よ
る
と
、お
よ
そ
１
０
０
年

に
１
度
の
頻
度
で
発
生
し
て
い
る
南
海
地

震
の
中
で
も
、宝
永
地
震
が
一
昨
年
の
東
日

本
大
震
災
に
匹
敵
す
る
地
震
で
、こ
の
規
模

の
地
震
は
７
０
０
年
に
１
回
の
頻
度
で
発

生
し
て
い
る
と
の
こ
と
。

　

ま
た
、
大
規
模
な
地
震
に
対
し
て
は
、
よ

り
高
い
と
こ
ろ
に
避
難
す
る
こ
と
が
大
事

で
あ
る
な
ど
、東
日
本
大
震
災
で
あ
っ
た
避

難
の
実
例
を
交
え
な
が
ら
説
明
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

終
わ
り
に
は
ロ
シ
ア
の
隕
石
に
つ
い
て

触
れ
る
な
ど
、生
徒
た
ち
も
最
後
ま
で
興
味

深
く
聞
き
い
っ
て
い
ま
し
た
。

　

講
演
会
終
了
後
に
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト

で
は
、「
地
震
・
津
波
に
つ
い
て
よ
く
分
か
っ

た
」「
避
難
の
大
切
さ
を
改
め
て
考
え
た
」

「
家
族
と
話
し
合
い
を
し
た
い
」
な
ど
の
感

想
が
あ
り
、高
校
生
の
防
災
意
識
の
高
ま
り

を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

本
市
で
は
今
後
も
こ
の
よ
う
な
若
年
層

へ
の
講
演
会
も
含
め
、各
地
区
や
団
体
で
の

学
習
会
を
進
め
、あ
ら
ゆ
る
年
代
で
防
災
意

識
の
啓
発
が
図
れ
る
よ
う
、地
道
な
取
り
組

み
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

気
象
庁
で
は
、３
月
７
日（
木
）か
ら
改
善

し
た
津
波
警
報
の
運
用
を
開
始
し
ま
す
。

　

巨
大
地
震
の
発
生
に
よ
り
東
日
本
大
震

災
級
の
津
波
を
予
想
し
た
場
合
、大
津
波
警

報
に
「
巨
大
」
と
い
う
言
葉
を
用
い
て
発
表

し
ま
す
の
で
、
最
大
限
の
避
難
を
行
い
ま

し
ょ
う
。

　

ま
た
、津
波
警
報
な
ど
を
見
聞
き
し
た
場

合
、
た
だ
ち
に
安
全
な
場
所
（
高
台
や
避
難

ビ
ル
）
へ
避
難
を
す
る
こ
と
が
重
要
で
す

が
、
海
岸
付
近
で
「
強
い
揺
れ
」
や
「
長
く

ゆ
っ
く
り
と
し
た
揺
れ
」
を
感
じ
た
場
合

も
、自
ら
の
判
断
で
た
だ
ち
に
安
全
な
場
所

へ
避
難
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。い
ざ
と
い

う
と
き
に
は
、自
ら
の
判
断
で
安
全
な
場
所

へ
避
難
し
て
、命
を
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

新
し
い
津
波
警
報
な
ど
の
詳
し
い
内
容

は
、気
象
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ

く
か
、
も
し
く
は
検
索
サ
イ
ト
で
「
津
波
警

報
が
変
わ
り
ま
す
」
と
入
力
し
、
そ
の
リ
ン

ク
先
に
移
動
し
て
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

高
知
地
方
気
象
台
防
災
業
務
課
　

　

☎
０
８
８（
８
２
２
）８
８
８
２

幡
多
農
高 

防
災
講
演
会

津
波
警
報
が

　
　
　
　

変
わ
り
ま
す

　

市
で
は
、一
人
暮
ら
し
高
齢
者
の
方
が
安

心
し
て
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

郵
便
局
員
が
自
宅
を
お
伺
い
し
て
普
段
の

健
康
状
況
や
困
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
を
聞

き
取
る
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

　

対
象
と
な
る
世
帯
に
お
い
て
は
、ご
協
力

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

対
象
者

　

75
歳
以
上
で
次
の
３
項
目
す
べ
て
に
該

　

当
す
る
人

　

①
独
居
、ま
た
は
65
歳
以
上
の
高
齢
者
の

　
　

み
で
構
成
す
る
世
帯
に
お
住
ま
い
の
人

　

②
介
護
認
定
を
受
け
て
い
な
い
人

　

③
旧
中
村
町
内
に
お
住
ま
い
の
人

実
施
期
間
　

３
月
中

実
施
方
法
　

　

市
か
ら
委
託
を
受
け
た
土
佐
中
村
郵
便

　

局
員
が
、対
象
者
の
お
宅
へ
お
伺
い
し
て

　

健
康
状
態
な
ど
を
聞
き
取
り
（
３
分
程

　

度
）し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

（
市
）保
健
介
護
課 

長
寿
介
護
係

　
　

☎（
３
４
）１
１
６
５

高
齢
者
へ
の

　

生
活
状
況
確
認
事
業
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２
月
23
日（
土
）、市
立
中
央
公
民
館
で
、

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
し
こ
く
ジ
ビ
エ
王
国
と

四
万
十
川
流
域
圏
」を
開
催
し
ま
し
た
。
　

　

こ
れ
は
全
国
的
に
広
ま
り
つ
つ
あ
る

「
ジ
ビ
エ（
食
材
と
し
て
捕
獲
し
た
野
生
の

鳥
獣
）
」
の
食
文
化
を
、
本
市
を
は
じ
め
幡

多
地
域
で
も
普
及
さ
せ
る
こ
と
で
地
域
活

性
化
に
つ
な
げ
よ
う
と
、
四
国
Ｂ
級
ご
当

地
グ
ル
メ
連
携
協
議
会（
四
Ｂ
連
）と
の
共

催
で
行
っ
た
も
の
で
、
猟
友
会
や
幡
多
地

域
の
関
連
団
体
を
は
じ
め
四
国
各
地
か
ら

グ
ル
メ
の
普
及
に
取
り
組
む
団
体
な
ど
約

１
０
０
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　

四
万
十
市
長
を
は
じ
め
松
野
町
長
、
西

予
市
長
、
四
Ｂ
連
議
長
ら
が
各
地
の
鳥
獣

被
害
の
現
状
や
駆
除
手
法
、
さ
ら
に
ジ
ビ

エ
グ
ル
メ
普
及
の
必
要
性
等
に
つ
い
て
発

表
が
あ
っ
た
ほ
か
、
来
場
者
か
ら
も
解
体

処
理
等
狩
猟
肉
の
適
切
な
管
理
等
に
つ
い

て
積
極
的
な
意
見
交
換
が
行
な
わ
れ
ま
し

た
。

　

各
地
に
お
い
て
も
鳥
獣
害
被
害
は
深
刻

で
あ
り
ま
す
が
、
狩
猟
に
よ
り
捕
獲
し
た

イ
ノ
シ
シ
や
シ
カ
を「
ジ
ビ
エ
」と
し
て
普

及
が
進
め
ば
、
狩
猟
者
の
新
た
な
収
入
源

に
も
な
り
年
々
減
少
す
る
狩
猟
者
の
確
保

に
も
繋
が
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
、
ま
た

特
産
品
の
開
発
等
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
の
創

出
や
ジ
ビ
エ
料
理
を
目
的
と
し
た
観
光
の

振
興
な
ど
の
波
及
効
果
が
あ
る
こ
と
な
ど

〝
ジ
ビ
エ
の
可
能
性
〞
を
確
認
し
ま
し

た
。

　

こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
通
じ
て
、
幡
多

地
域
を
は
じ
め
松
野
町
や
西
予
市
、
さ
ら

に
四
Ｂ
連
と
の
連
携
を
深
め
、
今
後
は
官

民
が
一
体
と
な
っ
て
、
ジ
ビ
エ
を
通
じ
た

地
域
活
性
化
の
仕
組
み
づ
く
り
を
考
え
て

い
こ
う
と
い
う
意
識
や
情
報
を
共
有
す
る

契
機
と
な
り
ま
し
た
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
し
こ
く
ジ
ビ
エ
王
国
と

　
　

四
万
十
川
流
域
圏
」

幡
多
地
域
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

７
月
１
日
〜
12
月
31
日

　

右
記
の
６
ヶ
月
間
、
幡
多
地
域
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実

施
し
ま
す
。

　

こ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
、幡
多
地
域（
四
万
十
市
、宿
毛
市
、

土
佐
清
水
市
、黒
潮
町
、大
月
町
、三
原
村
）が
本
物
の
魅
力
あ

ふ
れ
る
観
光
地
と
な
る
よ
う
、
山
・
川
・
海
の
自
然
豊
か
な
風

景
や
こ
の
地
で
暮
ら
す
人
々
に
よ
っ
て
培
わ
れ
て
き
た
歴

史
、
文
化
な
ど
を
全
国
に
発
信
し
、
幡
多
地
域
の
イ
メ
ー
ジ

ア
ッ
プ
と
観
光
客
の
誘
致
促
進
、
経
済
の
活
性
化
に
寄
与
す

る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
く
も
の
で
、
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
や
歴

史
・
自
然
を
生
か
し
た
旅
行
商
品
を
市
や
中
村
商
工
会
議
所
、

西
土
佐
商
工
会
、中
村
青
年
会
議
所
、四
万
十
市
旅
館
組
合
な

ど
と
作
り
上
げ
て
い
き
ま
す
。

　

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
は
、
よ
り
多
く
の
住
民
の
方
に
も
参
加

し
て
も
ら
う
こ
と
を
計
画
し
て
お
り
、
お
茶
の
サ
ー
ビ
ス
や

ト
イ
レ
を
貸
す
な
ど
、一
つ
で
も
観
光
客
の
た
め
の「
お
も
て

な
し
」を
し
て
い
た
だ
け
る
方
に
登
録
し
て
い
た
だ
く「（
仮
）

楽
し
ま
ん
と
サ
ポ
ー
タ
ー
制
度
」を
、個
人
商
店
様
な
ど
を
対

象
に
実
施
し
ま
す
の
で
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

こ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
向
け
て
、
実
行
委
員
会
の
設
立
総

会
が
２
月
21
日
に
開
催
さ
れ
、
会
長
に
中
村
商
工
会
議
所
会

頭
、
副
会
長
に
四
万
十
市
、
宿
毛
市
、
土
佐
清
水
市
の
市
長
と

高
知
県
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会
会
長
が
就
任
し
ま
し

た
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

（
市
）観
光
課
　

☎（
３
４
）１
７
８
３

設立総会（2月21日）
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公共交通の運行を拡充・変更します公共交通の運行を拡充・変更します公共交通の運行を拡充・変更します
4月1日から、市内公共交通の運行方法等が次のとおり改正されますので、お知らせします。

中村まちバス

【問い合わせ先】四万十市地域公共交通活性化協議会（企画広報課）　☎（34）1129

■中村まちバスの運行時間を拡大します。

現行の運行時間
 8:30～11:00(１時間休み)
12:00～14:30(１時間30分休み)
16:00～18:00

改　正　後
 8:30～11:00(１時間休み)
12:00～18:00

■口屋内線の一本化（高知西南交通㈱、㈲西土佐交通が運行）
　　現在高知西南交通㈱と㈲西土佐交通で運行している「中村駅から保健センター（西土佐）間」のバス路線の乗継
　を無くし、一本化します。（現在は、口屋内で乗り継ぎ）
　　運行便および運行本数に変わりはありません。（毎年のダイヤ改正により運行時刻が変わる場合があります）
■下田線の日祝日便の変更（高知西南交通㈱が運行）
　日祝日便に循環便（双海・平野方面の運行）を加え、利用の少ない時間帯を1便減便します。

■江ノ村・有岡線（四万十市が運行）
　　現在「辰の口⇔国見駅間」および「森沢分岐⇔中村駅間」は乗降制限されていますが、他路線と同様全区間で乗
　降ができるようになります。
■四万十市が運行する路線バスに精神障害者割引を適用
　　四万十市が運行する「勝間川線」「有岡線」「江ノ村・森沢線」「藤ノ川線」「黒尊線」「江川線」「川﨑線」で精神障害
　者保健福祉手帳の交付を受けている人およびその介護人（介護のため乗車する場合のみ）の運賃を大人料金の半
　額とします。（高知西南交通が運行する路線バスおよびデマンドバスは平成24年11月1日適用済）

路線バス

現行の日祝日便 改正後
No.

1

2

3

4

5

6

市役所発

7：56

9：59

11：54

13：49

15：24

17：21

市役所発

9：07

11：05

13：00

14：55

16：35

18：27

いやしの里着

8：29

10：32

12：27

14：22

15：57

17：54

いやしの里発

8：37

10：35

12：30

14：25

16：05

17：57

No.

1

2

3

4

5

市役所発

7：56

9：59

11：54

13：49

17：21

いやしの里発

8：34

10：37

12：27

14：22

17：54

双海発

8：25

10：28

-

-

-

平野発

8：30

10：33

-

-

-

いやしの里発

8：37

10：40

12：30

14：25

17：57

市役所着

9：07

11：10

13：05

15：00

18：27

平野発

-

-

12：34

14：29

双海発

-

-

12：39

14：34

■中村市街地エリアでの乗降場所を7ヶ所増設します。
（白抜き数字が追加バス停）
①紺屋町、②京町3丁目、③京町2丁目、❹中村病院、
❺天神橋アーケード街西詰、⑥四国銀行前、❼松本病院、⑧市役所玄関前、
⑨一条通、⑩市民病院前、11正木整形外科、12中村中学校前、
⑬木俵病院、⑭森下病院、⑮大橋通6丁目、16佐々木整形外科、
17四国電力前、⑱右山五月町（※）、⑲中村地方合同庁舎、
⑳アピアさつき、㉑太平寺通、㉒幡多病院、㉓中村駅前通、㉔中村駅
※「中村警察通」から名称を変更します。
■後川エリアの運行便を利用状況に合わせ1日5往復から
　1日4往復に変更します。　

デマンド交通

■交通空白の解消に向け、八束地区（名鹿、初崎、深木、奥山路、坂本等）での運行を開始します。（10月予定）

ふれ愛号、ふれ愛タクシー 乗降場所

中村中学校

市民病院

市役所

中央公民館

現行 改正後
運行時間

8：00

10：00

13：00

15：30

17：30

行き便

1

2

3

4

5

帰り便

1

2

3

4

5

運行時間

7：00

9：00

11：00

14：00

16：30

運行時間

10：00

13：00

15：30

17：30

行き便

1

2

3

4

帰り便

1

2

3

4

運行時間

8：00

11：00

14：00

16：30

→
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口鴨川集会所にて

本町1丁目から天神橋アーケードを望む

　市では、平成22年度から地域の高齢化対策の一つとして、高齢化等により集落機能の維持が困難と想定され
る地区に「地域づくり支援職員」を配置し、住民の取組み支援を行っています。
　すでに12地区の取り組みを紹介してきましたが、今回は、平成23年度から追加になった４地区のうち、「中村
愛宕町、本町１・２丁目」と「口鴨川」の２地区について、支援職員が調査した各地区の歴史、人口、産業、社会生活
構造などの状況をまとめた地区カルテを報告します。

【問い合わせ先】保健介護課（健康福祉担当）0（３４）１１６５

地域づくり支援職員 地区カルテ地域づくり支援職員 地区カルテ地域づくり支援職員 地区カルテ

四万十市区長会がスタートしました
　平成16年度から行ってきた中村地域、西土佐地域両区長会の合

併協議ですが、このたび、2月21日に四万十市区長会設立総会を開

催し、規約、役員、事業計画、予算等が決定され、正式に「四万十市区

長会」がスタートしました。

　

愛
宕
町
、本
町
１
・
２
丁
目
は
、市
の
中
心
市
街
地
の
一
角

に
位
置
し
、一
條
教
房
が
御
所
を
構
え
た
現
在
の
一
条
神
社

周
辺
を
中
心
と
し
て
、古
く
か
ら
商
業
の
ま
ち（
お
ま
ち
）と

し
て
栄
え
て
き
ま
し
た
。

　

戦
時
中
に
は
空
襲
を
受
け
、昭
和
21
年
に
は
南
海
大
地
震

で
多
く
の
建
物
が
全
壊
ま
た
は
焼
失
す
る
な
ど
大
き
な
被

害
を
受
け
ま
し
た
。

　

高
度
成
長
期
以
降
は
、
市
外
・
県
外
へ
の
進
学
や
就
職
な

ど
で
地
区
内
の
人
口
は
年
々
減
少
し
、現
在
で
は
２
人
に
１

人
が
65
歳
以
上
の
高
齢
者
と
い
う
状
況
で
す
。

　

日
常
生
活
面
に
つ
い
て
は
、買
い
物
や
医
療
・
介
護
は
、徒

歩
で
行
け
る
範
囲
に
複
数
の
店
舗
や
施
設
が
あ
り
不
自
由

し
な
い
反
面
、地
域
の
中
に
集
会
所
な
ど
集
え
る
施
設
が
な

い
た
め
、区
の
総
会
等
は
区
長
の
家
で
行
っ
て
い
る
状
況
で

す
。

　

ま
た
、
高
齢
化
の
進
行
も
あ
っ
て
、
地
区
活
動
を
単
独
で

行
う
の
が
困
難
と
な
っ
て
お
り
、防
災
訓
練
も
２
地
区
合
同

で
開
催
し
た
り
、ご
み
の
リ
サ
イ
ク
ル
を
協
力
し
て
行
っ
て

い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の

中
、
こ
れ
か
ら
の
取
組
み

に
つ
い
て
は
、
社
会
福
祉

協
議
会
と
の
連
携
を
図

り
な
が
ら
、
健
康
福
祉
委

員
会
の
設
立
に
向
け
た

支
援
を
行
い
つ
つ
、
高
齢

者
が
暮
ら
し
や
す
い
地

域
づ
く
り
を
行
う
に
は

ど
の
よ
う
な
取
組
み
が

必
要
か
探
っ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

口
鴨
川
地
区
は
、
市
の
中
心
市
街
地
か
ら
直
線
距
離
約

６
キ
ロ
ほ
ど
の
山
間
地
に
位
置
し
、
基
盤
産
業
と
し
て
農

業
、林
業
が
主
で
し
た
が
、炭
焼
き
は
燃
料
の
石
油
化
に
伴

い
衰
退
し
、養
蚕
も
時
代
と
と
も
に
衰
退
し
ま
し
た
。ま
た
、

み
か
ん
な
ど
柑
橘
類
の
栽
培
が
盛
ん
で
、
行
商
に
よ
り
生

計
を
支
え
る
ほ
ど
で
し
た
が
、こ
れ
も
衰
退
し
、今
は
そ
の

名
残
と
し
て
、
地
区
の
あ
ち
こ
ち
で
柑
橘
類
の
畑
を
見
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

地
区
住
民
の
２
人
に
１
人
は
65
歳
以
上
、
３
人
に
１
人

は
75
歳
以
上
の
高
齢
者
と
な
っ
て
お
り
、
高
齢
化
が
進
ん

で
い
ま
す
。

　

地
区
内
の
組
織
活
動
と
し
て
は
、地
区
会（
自
治
会
）、健

康
福
祉
委
員
会
、山
林
委
員
な
ど
が
あ
り
ま
す
。健
康
福
祉

委
員
会
は
、
従
前
か
ら
行
わ
れ
て
い
る
地
区
社
協
の
取
り

組
み
を
引
き
継
ぎ
、
ひ
と
り
暮
ら
し
世
帯
へ
の
声
か
け
運

動
や
ラ
ジ
オ
体
操
な
ど
、
一
年
を
通
じ
て
多
く
の
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、高
齢
化
や
人
口
の
減
少
な
ど
に
伴
い
、組
織
の

運
営
を
担
う
人
材
が
不
足
し
つ
つ
あ
る
の
で
、
組
織
ご
と

の
同
じ
よ
う
な
活
動
を

収
束
し
、
一
つ
の
組
織

化
が
で
き
な
い
か
模
索

し
て
い
ま
す
。

　

地
域
づ
く
り
支
援
職

員
と
し
て
は
、
地
区
組

織
の
見
直
し
や
活
動
の

拡
充
な
ど
、
地
区
の
取

組
み
に
つ
い
て
理
解
を

深
め
な
が
ら
、
積
極
的

に
支
援
が
で
き
れ
ば
と

思
っ
て
い
ま
す
。

中
村
愛
宕
町
、

本
町
１
・
２
丁
目
地
区

口
鴨
川
地
区

武
内
俊
治（
水
道
課
）

宮
本
雄
史（
建
設
課
）

宇
都
宮
朋
彦（
市
民
課
）

田
中
一
希
　

（
福
祉
事
務
所
）

土
居
知
世
　

（
保
健
介
護
課
）

平
成
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年
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昨
年
開
催
さ
れ
、
大
好
評
い
た
だ
い
た
「
中
村
の
百

年
写
真
展
」の
第
２
弾
を
開
催
し
ま
す
。

　

今
回
は
、
市
立
郷
土
資
料
館
の
収
蔵
写
真
を
中
心

に
、約
１
５
０
点
を
展
示
し
ま
す
。

　

再
び
、
写
団
「
四
万
十
」
の
協
力
の
も
と
、
幡
多
の
名

勝
を
加
え
て
、明
治
初
期
の
幡
多
郡
中
村
町
の
図
面
な

ど
も
プ
リ
ン
ト
し
て
お
見
せ
し
ま
す
。

日
　

程
　

３
月
27
日（
水
）〜
４
月
７
日（
日
）

　
　
　
　

９
時
〜
17
時

場
　

所
　

市
立
中
央
公
民
館

　
　
　
　

１
階
展
示
ホ
ー
ル
お
よ
び
大
会
議
室

内
　

容
　

水
害
、地
震
、人
物
、一
般
風
景
な
ど

主
　

催
　

（
市
）教
育
委
員
会

共
　

催
　

写
団「
四
万
十
」

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

市
立
図
書
館
　

☎（
３
５
）２
９
２
３

中
村
の
百
年
写
真
展

Ｐ
ａ
ｒ
ｔ
．２

歴
史
の
窓

歴
史
の
窓

中
央
座
と
中
劇

　

中
央
座
が
中
村
の
大
衆
娯
楽
の
殿
堂（
芝
居
小
屋
）と
し
て
、

い
ま
の
愛
宕
町
に
つ
く
ら
れ
た
の
は
大
正
５
年
で
す
。

　

小
屋
の
入
口
の
写
真
に「
大
正
６
年
　

活
動
大
寫
眞
」の
看

板
が
見
え
ま
す
の
で
、芝
居
だ
け
で
な
く
、映
画
も
上
映
し
て

い
た
よ
う
で
す
。冬
場
は
、客
席
座
敷
中
央
の
囲
炉
裏
を
囲
ん

で
楽
し
ん
だ
と
い
い
ま
す
。

　

小
屋
の
前
に
は
、
天
神
山
（
い
ま
の
市
役
所
）
を
源
流
と
す

る
天
神
川
が
流
れ
、近
く
に
天
神
橋（
い
ま
の
ア
ー
ケ
ー
ド
内

コ
ン
ビ
ニ
前
）が
か
か
っ
て
い
ま
し
た
。

　

中
央
座
は
、太
平
洋
戦
争
中
、敵
の
攻
撃
対
象
に
な
る
と
し

て
、軍
の
命
令
に
よ
り
解
体
さ
れ
ま
し
た
。

　

戦
後
の
昭
和
24
年
、中
劇（
中
央
劇
場
）と
し
て
再
建
。映
画

を
中
心
に
、
歌
の
興
業
も
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
映
画
は
松
竹
・

日
活
系
列
。（
太
陽
館
は
東
宝
・
大
映
、末
広
は
東
映
、北
劇
は

洋
画
）。歌
で
は
、美
空
ひ
ば
り
、三
波
春
夫
、春
日
八
郎
な
ど
、

人
気
歌
手
が
大
勢
や
っ
て
来
ま
し
た
。ひ
ば
り
の
時
に
は
、劇

場
を
囲
む
通
り
い
っ
ぱ
い
に
行
列
が
で
き
た
そ
う
で
す
。

　

大
き
な
ス
ク
リ
ー
ン
と
広
い
舞
台
が
売
り
で
、座
席
数（
イ

ス
）は
７
０
０（
１
階
５
０
０
、２
階
２
０
０
）、立
ち
見
を
加

え
る
と
１
０
０
０
人
、入
れ
ま
し
た
。

　

中
劇
は
昭
和
47
年
に
営
業
を
停
止
。翌
年
、ボ
ー
リ
ン
グ
場

（
セ
ン
タ
ー
ボ
ー
ル
）
に
建
て
替
え
ら
れ
ま
し
た
が
、
こ
れ
も

わ
ず
か
２
年
で
昭
和
50
年
閉
鎖
。そ
の
後
、ボ
ー
リ
ン
グ
場
も

解
体
を
さ
れ
、現
在
は
貸
し
駐
車
場
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

中
央
座
も
中
劇
も
旧
中
村
町
（
行
政
）
が
建
設
し
た
も
の

（
中
劇
は
そ
の
後
民
間
に
払
い
下
げ
）で
あ
り
、市
で
は
、中
村

の
娯
楽
の
聖
地
と
い
え
る
こ
の
場
所
に
土
豫
銀
行
跡
地
を
加

え
た
周
辺
一
帯
を
再
開
発
し
、
ミ
ニ
シ
ア
タ
ー
（
映
画
館
）
等

多
目
的
文
化
施
設
を
核
と
す
る
新
し
い
町
並
み
を
つ
く
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
中
心
市
街
地
に
か
つ
て
の
よ
う
な
賑
わ
い
を

復
活
さ
せ
た
い
と
考
え
て
お
り
、
地
元
等
と
の
協
議
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

中央座（大正５年落成）
前を天神川が流れていた

中央座正面（大正６年）

中劇（昭和48年、解体直前）

現在の跡地（駐車場）

鉄橋架橋（大正15年完成）
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【
デ
マ
ン
ド
交
通―

ふ
れ
愛
号
、ふ
れ
愛
タ
ク
シ
ー
】

　

中
山
間
地
域
の
高
齢
化
が
進
む
中
、高
齢
者
を
は
じ
め
市
民

の
日
常
生
活
の
足
と
し
て
、平

成
23
年
３
月
か
ら
西
土
佐
地

域
お
よ
び
後
川
地
区
で「
デ
マ

ン
ド
交
通
」の
実
証
運
行
を
開

始
し
、平
成
24
年
３
月
か
ら
は

富
山
・
蕨
岡
地
区
に
エ
リ
ア
を

拡
大
し
、東
富
山
方
面
に
は
タ

ク
シ
ー
を
走
ら
せ
て
い
ま
す
。

　

利
用
者
か
ら
は
好
評
を
い

た
だ
い
て
お
り
、今
年
４
月
か

ら
本
格
運
行
に
移
行
し
、10
月

か
ら
は
八
束
地
区
（
名
鹿
、
初

崎
、
深
木
、
奥
山
路
、
坂
本
等
）

に
も
エ
リ
ア
を
拡
大
す
る
予

定
で
す
。

■
利
用
者
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

上
段：

西
土
佐
・
後
川
エ
リ
ア
、下
段：

富
山
・
蕨
岡
エ
リ
ア

●
デ
マ
ン
ド
交
通
に
な
っ
て
利
用
が
増
え
た
か

　

増
え
た：

76
％
、52
％
　

減
っ
た：

０
％
、５
％

　

変
わ
ら
な
い：

16
％
、38
％

●
利
用
増
の
理
由
等

　

運
行
回
数
が
増
え
た
か
ら
　

71
％
、38
％

　

自
宅
近
く
ま
で
来
て
く
れ
る
の
で
便
利
　

63
％
、41
％

　

デ
マ
ン
ド
も
路
線
バ
ス
も
差
は
な
い
　

２
％
、８
％

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

（
本
　
　

庁
）企
画
広
報
課
　

☎（
３
４
）１
１
２
９

　

（
総
合
支
所
）地
域
企
画
課
　

☎（
５
２
）１
１
１
１

【
地
域
づ
く
り
支
援
職
員
】

　

急
速
に
進
行
す
る
高
齢
化
に
よ
っ
て
集
落
機
能
の
維
持
が

困
難
な
地
区
や
今
後
困
難
に
な
る
と
想
定
さ
れ
る
地
区
に
、地

域
づ
く
り
支
援
職
員
を
配
置
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
22
年
度
に
27
名
の
支
援
職
員
を
12
地
区
に
配
置
し
て

始
ま
っ
た
こ
の
事
業
は
、
平
成
23
年
度
か
ら
４
地
区
追
加
し
、

現
在
は
16
地
区
、36
名
の
体
制
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

支
援
職
員
は
、各
担
当
地
区
の
課
題
な
ど
を
見
聞
き
し
な
が

ら
、
地
域
の
状
況
に
応
じ
て
「
健
康
・
福
祉
地
域
推
進
事
業
」
な

ど
地
域
の
活
動
の
支
援
を
行
い
、地
域
と
市
役
所
と
の
架
け
橋

的
な
存
在
と
し
て
、欠
か
せ
な
い
存
在
と
な
っ
て
い
る
地
区
も

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
地
区
を
支
え
る
活
動
を
、
地
区
住
民
と
一
緒

に
な
っ
て
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

（
本
庁
）保
健
介
護
課
　

☎（
３
４
）１
１
６
５

【
地
域
お
こ
し
協
力
隊
】

　

昨
年
８
月
に
、
都
会
地
か
ら
本
市
へ
の
移
住
希
望
者
３
人

を
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て
西
土
佐
地
域
に
配
置
し
、
こ

れ
ま
で
、各
地
域
や
各
団
体
等
が
行
う
イ
ベ
ン
ト
等
へ
の
協
力

や
市
が
取
り
組
む
集
落
活
性
化
事
業
の
サ
ポ
ー
ト
な
ど
に
取

り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

来
年
度
は
、
こ
れ
ら
の
活
動
に

加
え
、
協
力
隊
独
自
の
視
点
や
ア

イ
デ
ア
を
活
か
し
た
プ
ラ
ン
の
実

施
も
提
案
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、７
月
に
は
、西
土
佐
地
域

へ
の
増
員
と
新
た
に
中
村
地
域
へ

の
配
置
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

（
本
　
　

庁
）企
画
広
報
課
　

☎（
３
４
）１
１
２
９

　

（
総
合
支
所
）地
域
企
画
課
　

☎（
５
２
）１
１
１
１

【
移
住
支
援
】

　

市
の
人
口
は
年
々
減
少
傾
向
に
あ
り
、特
に
中
山
間
地
域
で

は
過
疎
高
齢
化
が
進
み
、集
落
活
動
を
維
持
す
る
こ
と
が
難
し

く
な
っ
て
い
る
地
域
が
あ
り
ま
す
。
一
方
、
こ
の
ま
ち
に
魅
力

を
感
じ
、
本
市
に
移
住
を
し
て
き
た
方
、
ま
た
移
住
を
希
望
し

て
い
る
方
々
が
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
こ
の
よ
う
な
方
々
が
本
市
へ
定
住
し
、
地
域
の
担

い
手
と
な
る
こ
と
を
期
待
し
、『
四
万
十
市
へ
の
在
住
を
支
援

す
る
協
議
会
』
を
中
心
に
、
移
住
希
望
者
に
対
す
る
支
援
を

行
っ
て
い
ま
す
。

■
お
も
な
支
援
内
容

　

「
四
万
十
市
へ
の
在
住
を
支
援
す
る
協
議
会
」で
は
、空
き
家

情
報
の
提
供
や
賃
貸
借
の
お
世
話
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、保
育
所
や
学
校
、病
院
な
ど
の
情
報
提
供
、就
業
に
関

す
る
窓
口
の
紹
介
な
ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。

■
こ
れ
ま
で
の
実
績

　

平
成
21
〜
23
年
度
で
移
住
に
成
功
し
た
件
数
は
24
件
（
59

名
）
で
す
。
平
成
24
年
度
は
２
月
15
日
ま
で
に
37
件
の
相
談
が

寄
せ
ら
れ
て
お
り
、こ
の
う
ち
８
件（
15
名
）の
移
住
が
成
功
し

て
い
ま
す
。

 

空
き
家
物
件
の
情
報
を
募
集
し
て
い
ま
す
!!

　

現
在
、移
住
を
希
望
す
る
方
に
紹
介
す
る
空
き
家
ス
ト
ッ
ク

が
不
足
し
て
お
り
ま
す
。移
住
希
望
者
に
賃
貸
可
能
な
物
件
を

お
持
ち
の
方
は
、ぜ
ひ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

 

登
録
し
た
か
ら
と
い
っ
て
必
ず
貸
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。貸
す
か
貸
さ
な
い
か
の
判
断
は
所
有
者

に
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
し
、一
定
の
条
件
を
付
す
こ
と
も
で

き
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、一
度
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

（
本
庁
）企
画
広
報
課
　

☎（
３
４
）１
１
２
９

中
山
間
地
域
を
支
え
る

特
集 

市
の
事
業
紹
介

夏祭り進行の打ち合わせ（口屋内地区）
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【
道
の
駅
整
備
事
業
】

　

道
の
駅
整
備
に
つ
い
て
は
、本
年
度
、基
本
計
画
・
基
本
設
計

を
策
定
し
、運
営
主
体
と
な
る
西
土
佐
ふ
る
さ
と
市
組
合
や
関

係
団
体
、
地
元
な
ど
の
意
見
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
施
設
整
備
や

管
理
運
営
計
画
を
ま
と
め
て
い
ま
す
。

　

施
設
は
、
現
在
の
「
ふ
る
さ
と
市
」
を
拡
充
す
る
形
で
、
消
防

分
署
跡
地
と
そ
の
周
辺
を
含
め
た
位
置
に
整
備
す
る
計
画
で
、

主
な
機
能
と
し
て
は
、

①
地
域
の
野
菜
や
加
工
品
の
直
売

②
地
産
地
消
の
拠
点

③
県
内
外
へ
の
外
販
活
動
を
行
う
地
産
外
商
の
拠
点

④
西
土
佐
な
ら
で
は
の「
四
万
十
川
あ
ゆ
市
場
」の
開
設

⑤
地
域
と
の
連
携
を
図
る
地
域
活
性
化
の
拠
点

⑥
大
震
災
を
想
定
し
た
防
災
の
拠
点

な
ど
を
柱
と
し
て
検
討
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
27
年
度
中
の
オ
ー
プ
ン
を
予
定
し
て
お
り
、こ
れ
ら
の

機
能
が
開
設
当
初
か
ら
ス
ム
ー
ズ
に
発
揮
で
き
る
よ
う
、地
域

施
設
へ
の
食
材
供
給
や
外
販
活
動
の
機
能
強
化
な
ど
開
設
準

備
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
の
機
運
を
盛
り
上
げ
る
取
り
組
み
と
し
て
、
昨

年
11
月
に
は「
四
万
十
う
ま
い
も
の
商
店
街
」を
開
催
し
、12
月

に
は「
農
産
物
直
売
所
の
出
店
者
・
運
営
者
の
心
得
」と
題
し
て

講
演
会
を
開
催
し
ま
し

た
。

　

本
年
４
月
か
ら
は
開
設

準
備
の
２
年
目
に
入
り
ま

す
。24
年
度
の
実
績
を
踏
ま

え
、よ
り
踏
み
込
ん
だ
準
備

作
業
を
展
開
す
る
と
と
も

に
、施
設
の
詳
細
設
計
や
用

地
取
得
な
ど
ハ
ー
ド
面
の

整
備
も
進
め
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

（
総
合
支
所
）地
域
企
画
課 

☎（
５
２
）１
１
１
１

【
農
産
物
集
出
荷
・
買
い
物
代
行
支
援
】

　

中
山
間
地
域
の
高
齢
農
家
に
と
っ
て
、市
街
地
の
直
販
所
等

へ
の
農
産
物
出
荷
は
、労
力
や
時
間
な
ど
大
き
な
負
担
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
こ
れ
ら
の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、平
成
22
年
度

か
ら
緊
急
雇
用
創
出
臨
時
特
例
基
金
事
業
を
活
用
し
、モ
デ
ル

的
に
東
富
山
地
域
（
三
ツ
又
、
常

六
、
大
屋
敷
、
片
魚
）
で
、
農
産
物

集
出
荷
支
援
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

事
業
雇
用
者
が
高
齢
者
の
お

宅
を
巡
回
、
出
品
す
る
農
産
物

を
受
け
取
り
市
場
や
直
販
所
等

へ
搬
入
し
ま
す
。

　

搬
入
が
終
わ
る
と
高
齢
者
か

ら
依
頼
さ
れ
た
買
い
物
代
行
な

ど
の
生
活
支
援
も
行
っ
て
お

り
、
自
ら
街
に
出
て
い
く
こ
と

の
で
き
な
い
方
々
に
と
っ
て
欠

か
せ
な
い
存
在
と
な
っ
て
い
ま

す
。

■
事
業
雇
用
者
の
声(

高
瀬
英
水
さ
ん：

写
真
右
側)

　

地
域
の
人
か
ら
「
あ
り
が
と
う
」「
ご
く
ろ
う
さ
ま
」
と
声
を

か
け
て
い
た
だ
け
る
の
が
有
難
い
で
す
ね
。少
し
で
も
地
域
の

お
役
に
立
て
る
よ
う
、
こ
れ
か
ら
も
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま

す
。

■
利
用
者
の
声(

大
屋
敷：

山
本
真
一
さ
ん)

　

街
ま
で
品
物
を
運
ぶ
の
に
往
復
１
時
間
半
く
ら
い
か
か
っ

て
い
た
の
で
非
常
に
助
か
っ
て
い
ま
す
。お
か
げ
で
妻
が
野
菜

作
り
に
、自
分
も
山
仕
事
な
ど
に
専
念
で
き
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

（
本
庁
）農
業
課 

☎（
３
４
）１
１
１
７

12月に行われた講演会

　

市
で
は
、
こ
の
ほ
ど
中
山

間
地
域
を
対
象
に
８
か
所

（
中
村
４
、
西
土
佐
４
）
で
市

政
懇
談
会
を
実
施
。
上
記
の

よ
う
な
市
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
、
市
長
が
報
告
を
し
、
意

見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

各
地
区
か
ら
は
、
過
疎
高

齢
化
が
進
む
中
、
住
み
慣
れ

た
地
域
を
守
っ
て
い
く
た
め

に
、
い
ろ
ん
な
努
力
を
し
て

い
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
る
と

と
も
に
、
道
の
整
備
、
獣
害
対

策
な
ど
、市
へ
の
要
望
も
多
く
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

出
さ
れ
た
意
見
・
要
望
等
は
、
３
月
市
議
会
に
提
案
中

の
来
年
度
予
算
に
反
映
さ
せ
る
な
ど
、今
後
の
施
策
に
生

か
し
て
い
き
ま
す
。

中
山
間
地
域
で

市
政
懇
談
会
を
実
施

日
　

程

11
月
14
日（
水
）

2
月
13
日（
水
）

2
月
18
日（
月
）

2
月
19
日（
火
）

2
月
22
日（
金
）

2
月
25
日（
月
）

2
月
26
日（
火
）

2
月
28
日（
木
）

開
催
場
所

富
山
地
区
集
会
所

江
川
流
域
交
流
セ
ン
タ
ー

西
富
山
活
性
化
セ
ン
タ
ー

か
わ
ら
っ
こ

大
宮
中
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー

公
民
館
鴨
川
分
館

口
屋
内
公
民
館

西
土
佐
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル

奥鴨川
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1
月
16
日
〜
2
月
15
日

１
月
18
日
　

活
き
活
き
訪
問
健
診（
横
瀬
）

　
　
　
　
　

市
民
病
院
着
任
予
定
医
師
と
の
懇
談

　
　

19
日
　

岡
村
眞
高
知
大
学
教
授
、僻
村
塾
講
演
　

　
　

22
日
　

県
危
機
管
理
部
長
と
の
意
見
交
換

　
　
　
　
　

西
土
佐
地
域
区
長
会

　
　

24
日
　

幸
徳
秋
水
墓
前
祭

　
　
　
　
　

民
間
保
育
所
申
入
れ
へ
の
回
答

　
　
　
　
　

地
域
公
共
交
通
活
性
化
協
議
会
第
２
回
総
会

　
　
　
　
　

磯
ノ
川
地
区
要
望
受

　
　

26
日
　

第
２
回
小
京
都
四
万
十
ジ
ュ
ニ
ア
駅
伝
大
会

　
　
　
　
　

消
防
団
新
年
会

　
　
　
　
　

四
万
十
川
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
結
成
40
周
年
・

　
　
　
　
　

宮
崎
祥
史
監
督
就
任
30
周
年
記
念
祝
賀
会

　
　

27
日
　

市
連
合
婦
人
大
会

２
月
１
日
　

活
き
活
き
訪
問
健
診（
蕨
岡
下
分
）

　
　

３
日
　

ふ
く
し
健
康
ま
つ
り

　
　

６
日
　

第
２
回
幡
多
地
域
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
フ
ォ

　
　
　
　
　

ロ
ー
ア
ッ
プ
会
議

　
　

７
日
　

四
国
西
南
地
域
道
路
整
備
促
進
協
議
会
、中

　
　
　
　
　

村
河
川
国
道
事
務
所
要
望

　
　

８
日
　

活
き
活
き
訪
問
健
診（
佐
田
）

　
　
　
　
　

Ｊ
Ａ
高
知
は
た
、
ゆ
ず
出
荷
販
売
検
討
会

　
　
　
　
　

懇
親
会

　
　

13
日
　

幡
多
地
域
就
職
面
接
会

　
　
　
　
　

健
康
福
祉
委
員
会
代
表
者
連
絡
会
議

　
　
　
　
　

市
政
懇
談
会（
中
組
、権
谷
、押
谷
、本
村
、半

　
　
　
　
　

家
地
区
）

　
　

14
日
　

四
国
西
南
地
域
道
路
整
備
促
進
協
議
会
、国

　
　
　
　
　

土
交
通
省
四
国
地
方
整
備
局
要
望（
高
松
市
）

　
　

15
日
　

活
き
活
き
訪
問
検
診（
具
同
田
黒
）

　
　
　
　
　

四
万
十
市
消
防
団
役
員
会

　
　
　
　
　

防
災
拠
点
基
地
整
備
計
画
説
明
会（
八
束
地
区
）

日
　
　

誌

　

市
民
病
院
の
前
身
、幡
多
国
保
病
院
は
私
の

命
を
救
っ
て
く
れ
た
病
院
で
す
。

　

私
は
小
学
校
４
年
の
時
、
８
月
の
炎
天
下
、

家
の
稲
刈
り
を
手
伝
っ
て
い
て
、急
な
高
熱
で

田
ん
ぼ
で
倒
れ
、国
保
病
院
に
か
つ
ぎ
込
ま
れ

ま
し
た
。日
本
脳
炎
で
し
た
。

　

こ
ん
睡
状
態
が
数
日
間
続
き
、母
は
伊
藤
太

郎
先
生
か
ら
、命
が
助
か
っ
た
と
し
て
も
後
遺

症
が
残
る
こ
と
を
覚
悟
す
る
よ
う
に
言
わ
れ

た
そ
う
で
す
が
、脊
髄
に
太
い
注
射
を
何
回
も

打
つ
な
ど
、伊
藤
先
生
の
必
死
の
処
置
の
お
か

げ
で
、
後
遺
症
も
で
ず
、
１
か
月
後
に
退
院
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

木
造
平
屋
の
長
い
病
棟
と
雑
草
の
生
え
た

中
庭
が
幼
い
記
憶
に
残
っ
て
い
ま
す
。

　

私
の
命
の
恩
人
伊
藤
先
生
は
、そ
の
後
小
児

科
医
院
を
開
業
。私
た
ち
の
世
代
の
子
ど
も
の

ほ
と
ん
ど
が
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。私
は
以

降
、大
き
な
病
気
を
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

幡
多
国
民
健
康
保
険
病
院
（
国
保
病
院
）
は
、

昭
和
27
年
、
幡
多
郡
17
町
村
共
同
で
設
立
。
当

時
は
、
小
児
科
、
産
婦
人
科
、
耳
鼻
科
、
眼
科
な

ど
も
あ
る
、文
字
通
り
幡
多
地
域
の
中
核
病
院

で
し
た
。
昭
和
39
年
、
中
村
市
単
独
運
営
の
市

民
病
院
に
移
行
し
、
同
50
年
、
今
の
本
館
建
物

も
完
成
し
ま
し
た
。

　

医
師
の
確
保
で
は
、最
初
か
ら
苦
労
続
き
で
、

名
古
屋
大
、
長
崎
大
、
熊
本
大
な
ど
に
頼
っ
て

き
ま
し
た
が
、昭
和
54
年
、徳
島
大（
そ
の
後
一

部
高
知
大
も
）か
ら
全
面
的
派
遣
を
受
け
る
よ

う
に
な
っ
て
以
降
、
安
定
し
た
体
制
に
な
り
、

整
形
外
科
、泌
尿
器
科
も
新
設
し
ま
し
た
。

　

決
定
的
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
た
の
が
平
成
16

年
か
ら
始
ま
っ
た
自
民
党
小
泉
内
閣
に
よ
る

新
医
師
臨
床
研
修
制
度
で
し
た
。若
い
医
師
が

大
学
に
残
ら
な
く
な
っ
た
結
果
、大
学
は
自
己

防
衛
の
た
め
派
遣
先
病
院
か
ら
医
師
を
引
き

揚
げ
始
め
ま
し
た
。
　

　

徳
島
大
、
高
知
大
も
同
様
で
し
た
。
市
も
病

院
も
打
つ
手
な
し
の
状
態
で
、ピ
ー
ク
18
人
い

た
常
勤
医
師
は
、４
年
前
の
私
の
市
長
就
任
直

後
に
は
６
人
に
ま
で
減
少
。病
院
の
存
続
が
問

わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

私
は
病
院
を
守
る
た
め
に
は
、大
学
に
頼
ら

な
い
独
自
の
医
師
確
保
の
途
を
つ
く
る
し
か

な
い
と
判
断
。
人
脈
、
コ
ネ
な
ど
あ
ら
ゆ
る

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
使
っ
て
医
師
情
報
を
集
め
、

地
元
出
身
者
、高
校
同
窓
、市
民
病
院
Ｏ
Ｂ
、移

住
者
な
ど
に
接
触
し
ま
し
た
。

　

最
初
は
や
み
く
も
に
あ
た
っ
て
い
ま
し
た

が
、
次
第
に
対
象
が
絞
ら
れ
て
き
て
か
ら
は
、

粘
り
強
く
誠
意
を
伝
え
ま
し
た
。窮
す
れ
ば
通

ず
で
、
信
頼
関
係
が
少
し
ず
つ
醸
成
さ
れ
、
ご

縁
の
糸
が
つ
な
が
り
は
じ
め
ま
し
た
。

　

そ
の
中
に
は
、あ
の
伊
藤
太
郎
先
生
の
ご
長

男
の
伊
藤
勝
彦
医
師
も
含
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

勝
彦
先
生
に
は
、ど
ん
底
の
時
の
約
２
年
間
助

け
て
も
ら
い
ま
し
た
。私
は
伊
藤
親
子
に
２
度

命
を
助
け
て
も
ら
っ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

（
太
郎
先
生
は
平
成
15
年
ご
逝
去
）

　

ご
縁
の
神
様
は
、
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
「
遅
咲
き

の
ヒ
マ
ワ
リ
」
も
呼
ん
で
く
れ
ま
し
た
。
ド
ラ

マ
の
地
元
Ｕ
タ
ー
ン
医
師
の
モ
デ
ル
は
、京
都

か
ら
の
泌
尿
器
科
中
尾
昌
宏
先
生（
奥
屋
内
出

身
）で
は
な
い
か
と
思
い
ま
し
た
。

　

矢
野
昭
起
先
生（
土
佐
町
出
身
）は
、札
幌
で

の
高
知
県
人
会
で
お
会
い
し
て
か
ら
、わ
ず
か

４
か
月
後
に
赴
任
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

私
が
市
長
就
任
後
こ
れ
ま
で
に
７
人
の
医

師
（
４
月
着
任
予
定
の
小
川
貴
司
先
生
を
含

む
）
を
迎
え
ま
し
た
が
、
大
学
か
ら
の
派
遣
は

１
人
も
い
ま
せ
ん
。医
師
数
は
、い
ま
11
人（
こ

の
間
２
人
退
職
）
に
ま
で
回
復
し
、
長
く
休
診

し
て
い
た
泌
尿
器
科
も
再
開
。新
た
に
脳
ド
ッ

グ
や
医
師
訪
問
健
診
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

　

赤
字
も
ピ
ー
ク
２
億
７
千
５
百
万
円（
平
成

19
年
度
）か
ら
、今
年
度
３
千
８
百
万
円（
見
込

み
）に
ま
で
、改
善
し
ま
す
。

　

し
か
し
、市
民
病
院
の
再
建
は
途
半
ば
で
す
。

石
（
医
師
）
を
積
み
上
げ
る
に
は
時
間
と
誠
意

が
い
り
ま
す
が
、
崩
す
の
は
簡
単
で
す
。
市
民

の
み
な
さ
ん
の「
意
思
」次
第
で
す
。

幡
多
国
保
病
院

市
長
談
話
室

市
長
談
話
室

幡多国保病院（昭和28年）

平
成
25
年
3
月
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４
月
よ
り
勤
務
さ

せ
て
い
た
だ
く
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。

　

安
芸
市
出
身
で
平

成
11
年
自
治
医
科
大

学
を
卒
業
し
、
３
年
前

ま
で
は
高
知
県
内
の

へ
き
地
の
医
療
機
関

で
勤
務
し
て
お
り
ま
し
た
。高
知
県
で
は
幡
多
地
域
の
沖
の
島

診
療
所
、
大
月
病
院
で
も
勤
務
し
て
お
り
ま
し
た
。
ど
こ
に
い

て
も
土
佐
弁
が
抜
け
て
お
り
ま
せ
ん
が
、診
察
時
に
気
に
な
る

症
状
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

【
主
な
履
歴
】

昭
和
48
年
２
月
　

高
知
県
安
芸
市
生
ま
れ

　
　
　
　
　
　
　

土
佐
中
学
・
高
校
卒
業

平
成
11
年
３
月
　

自
治
医
科
大
学
卒
業

平
成
11
年
４
月
　

高
知
県
立
中
央
病
院
勤
務

平
成
13
年
４
月
　

梼
原
町
立
国
保
梼
原
病
院
勤
務

平
成
15
年
４
月
　

宿
毛
市
立
沖
の
島
へ
き
地
診
療
所
勤
務

平
成
17
年
４
月
　

大
月
町
立
国
保
大
月
病
院
勤
務

平
成
19
年
４
月
　

津
野
町
立
国
保
杉
ノ
川
診
療
所
勤
務

平
成
21
年
４
月
　

本
山
町
立
国
保
嶺
北
中
央
病
院
勤
務

平
成
22
年
４
月
　

香
川
県
小
豆
島
町
立
内
海
病
院
勤
務

平
成
25
年
４
月
　

四
万
十
市
立
市
民
病
院（
予
定
）

（
所
属
） 

日
本
プ
ラ
イ
マ
リ
・
ケ
ア
連
合
学
会（
認
定
医
）

市
民
病
院 

新
任
医
師
紹
介

（
４
月
就
任
）

市
民
病
院 

新
任
医
師
紹
介

（
４
月
就
任
）

小川　貴司医師

おがわ たかし

内科副部長

市
民
病
院

　

医
師
診
療
担
当
日

● 

受
　
　

付:

８
時
〜
11
時

● 

診
療
時
間:

９
時
〜

3
月
１
日
よ
り

石井泰則

坪屋英志

川田祥子

休診（手術・検査）

月 火 水 木 金

内　科

外　科

整形外科

脳神経外科

泌尿器科

午前

午後

午前

午前

午前

午前

初診

再診

再診

再診

禁煙外来
再診

再診再診

初診

矢野昭起

樋口佑次

樋口佑次再診高橋敏也再診

樋口佑次

樋口佑次

樋口佑次

再診 高橋敏也 再診 高橋敏也

矢野昭起

再診 樋口佑次

（紹介患者のみ）

樋口佑次

再診
(呼吸器
内科）

鷲山憲治

国立高知
病院医師
＊ 注

竹田修司初診 高橋敏也

初診

再診

再診

矢野昭起

再診 樋口佑次

鷲山憲治

初診

再診

矢野昭起

高橋敏也

初診

宇都宮俊介

河内　通

伴　昌幸

中尾　昌宏

宇都宮俊介

河内　通

伴　昌幸

中尾　昌宏

石井泰則

坪屋英志

川田祥子

休診（手術・検査）

宇都宮俊介

河内　通

伴　昌幸

中尾　昌宏

注）国立高知病院医師4人（篠原勉、畠山暢生、岡野義夫、町田久典）が、交替で診察します。（第2、第4火曜日）

石井泰則
（呼吸器外来）

　

市
で
は
、く
も
膜
下
出
血
や
脳
梗
塞
な
ど
の
脳

卒
中
の
疾
病
予
防
と
早
期
発
見
・
早
期
治
療
の
促

進
を
図
る
た
め
、平
成
25
年
度
も
脳
ド
ッ
ク
検
診

費
用
助
成
事
業
を
行
う
予
定
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

平
成
24
年
度
申
請
開
始
当
日
に
申
し
込
み
が

殺
到
し
た
こ
と
を
考
慮
し
、平
成
25
年
度
は
申
請

期
間
終
了
ま
で
申
込
み
を
受
け
付
け
、抽
選
に
て

助
成
対
象
者
を
決
定
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

対
象
者
は
市
内
に
住
民
票
が
あ
り
、平
成
26
年

３
月
31
日
現
在
で
40
歳
以
上
の
人
で
す
が
、希
望

者
多
数
の
場
合
に
は
、平
成
23
年
度
お
よ
び
平
成

24
年
度
に
市
の
脳
ド
ッ
ク
検
診
の
費
用
助
成
を

受
け
た
こ
と
の
な
い
人
を
優
先
し
ま
す
。

　

ま
た
、
現
在
脳
疾
患
で
通
院
中
の
人
は
、
か
か

り
つ
け
医
療
機
関
に
て
同
様
の
検
査
を
受
診
し

て
く
だ
さ
い
。

　

申
請
期
間
は
４
月
８
日
〜
19
日
を
予
定
し
て

い
ま
す
。
　

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、４
月
広
報
に
て
お
知
ら
せ

し
ま
す
の
で
、ご
確
認
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

（
市
）保
健
介
護
課 

保
健
衛
生
係
　

　
　
　

☎（
３
４
）１
１
１
５

平
成
25
年
度 

 

脳
ド
ッ
ク

 

検
診
費
用
助
成
に

 

つ
い
て

※

市
民
病
院
の
常
勤
医
師
数
は
11
名
と
な
り
ま
す
。

平
成
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年
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四
万
十
川
市
民
一
斉
清
掃

　

４
月
10
日
の「
四
万
十
の
日
」に
併
せ
て
実
施
す
る
四
万
十

川
市
民
一
斉
清
掃
は
、四
万
十
川
流
域
５
市
町（
檮
原
町
、津

野
町
、中
土
佐
町
、四
万
十
町
、四
万
十
市
）が
協
力
し
て
一
斉

に
行
う
河
川
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
清
掃
で
す
。

　

四
万
十
川
の
環
境
保
全
の
取
り
組
み
に
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

日
　

時
　

４
月
７
日（
日
） 

８
時
〜
９
時

※
雨
天
中
止
、小
雨
決
行

集
合
場
所

○
中
村
地
域

①
久
保
川
休
憩
所
周
辺
、②
勝
間（
鵜
ノ
江
）沈
下
橋
、③
高

瀬
沈
下
橋
、④
佐
田
沈
下
橋
、⑤
佐
田
休
憩
所
周
辺
、⑥
渡

川
緑
地（
赤
鉄
橋
具
同
側
）、⑦
四
万
十
川
お
祭
り
広
場（
赤

鉄
橋
中
村
側
）、⑧
四
万
十
川
記
念
公
園（
山
路「
四
万
十

屋
」北 

国
交
省
用
地
）、⑨
四
万
十
大
橋（
鍋
島
ボ
ー
ト
競
技

場
跡
地
）、⑩
佐
岡
橋（
後
川
右
岸
中
村
側
）

○
西
土
佐
地
域

①
西
土
佐
消
防
分
署
前
駐
車
場
、②
岩
間
沈
下
橋
、③
南
津

地
区
保
健
福
祉
サ
テ
ラ
イ
ト
前

収
集
物
　

ビ
ン
・
カ
ン
類
、ビ
ニ
ー
ル
類
、ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、紙

　
　
　
　

類
等

※
収
集
す
る
も
の
は
、配
布
す
る
ビ
ニ
ー
ル
袋
に
入
る
も
の

と
し
、処
理
困
難
物（
タ
イ
ヤ
、テ
レ
ビ
な
ど
市
で
は
処
理

で
き
な
い
ご
み
）は
対
象
外
と
し
ま
す
。

　

軍
手
、ゴ
ミ
袋
は
各
集
合
場
所
で
配
布
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

（
本
　
　

庁
）観
光
課 

四
万
十
川
対
策
係 

 

0（
３
４
）１
１
７
０

（
総
合
支
所
）地
域
企
画
課 

0（
５
２
）１
１
１
１

農
地
の
貸
し
借
り
に
伴
う

賃
借
料
に
つ
い
て

　

農
地
の
貸
し
借
り
を
し
よ
う
と
す
る
方
々
へ
賃
借
料
の
参

考
に
な
る
よ
う
、平
成
23
年
1
月
〜
12
月
ま
で
に
締
結（
公

告
）さ
れ
た
賃
貸
借（
利
用
権
設
定
）の
賃
借
料
の
状
況
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

　

左
記
の
表
は
10
a
当
た
り
の
額
を
表
し
ま
す
。

農
地
の
移
転
や
転
用
等
に
は

手
続
き
が
必
要
で
す

　

農
地
に
関
す
る
所
有
権
の
移
転
・
貸
借
に
は
農
地
法
第
３

条
許
可
申
請
が
必
要
で
す
。ま
た
、農
地
の
転
用（
宅
地
化
な

ど
）に
つ
い
て
は
農
地
法
第
４
条
・
５
条
申
請
が
必
要
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
申
請
の
締
切
日
と
農
業
委
員
会
定
例
会
開
催
予

定
日
は
左
記
の
と
お
り
で
す
。

■
詳
し
く
は
、市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

http//w
w
w
.city.shim

anto.jp/g
yosei/noug

you/index
.htm
l

【
問
い
合
わ
せ
先
】

（
市
）農
業
委
員
会
事
務
局
　

0（
３
４
）１
５
２
１

申請締切日

22日(月)

20日(月)

20日(木)

22日(月)

20日(火)

20日(金)

21日(月)

15日(金)

20日(金)

20日(月)

20日(木)

20日(木)

5日（金）

7日（火）

5日（水）

5日（金）

6日（火）

5日（木）

7日（月）

6日（水）

11月29日（金）

7日（火）

6日（木）

6日（木）

25年4月

5月

6月

7月

8月

9月

10月

11月

12月

26年1月

2月

3月

　　　定例会開催予定日

備考：賃借料を物納支給（水稲）している場合は、60kgあたり12,000円に換算してい

ます。

※農地の貸し借り、売買および転用については市ホームページをご覧ください。

　http://www.city.shimanto.lg.jp/gyosei/nougyou/index.html

【問い合わせ先】(市)農業委員会事務局　0（34）1521

市全域
基盤整備したところ

基盤整備未実施

平均額

11,400

最高額

24,000

該当なし

最低額

7,600

■田  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（10a：円）

締結（公告）された地域名

市全域
基盤整備したところ

基盤整備未実施

平均額

25,600

23,700

最高額

60,000

35,000

最低額

20,000

20,000

■畑  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（10a：円）

締結（公告）された地域
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○発売期間　3月31日まで　　　　　○有効期間　発売から２日間
○注意事項　往復での発売となります。（片道での発売はしません）
　　　　　　切符購入時に往復分の列車および座席の指定を受けていただきます。
　　　　　　切符購入後の列車および座席の変更はできません。
　　　　　　乗り遅れた場合や予定の変更などにより指定列車以外の特急列車に乗車する場合は、自由席
　　　　　　を利用の場合でも別に特急料金が必要になります。
　　　　　　（特急料金　中村⇔高知　片道：1,550円）
　　　　　　　　

【問い合わせ先】土佐くろしお鉄道㈱ 営業課　☎（３５）４９６１

土佐くろしお鉄道開業プレ25周年

列車限定くろしお指定席トク割往復きっぷ発売中!!
土佐くろしお鉄道では、現在、列車限定の特別割引切符を発売しています。

中村⇔高知往復
特急列車指定席

通常料金より
4,260円お得5,200円（ （

○発売額

○ご利用いただける列車は下記の列車のみとなります

あしずり　４号

あしずり　８号

あしずり　51号

あしずり　 3号

南風　　　13号

中村発　 7：00

中村発　16：46

高知発　 6：06

高知発　 8：20

高知発　16：52

高知着　 9：02

高知着　18：32

中村着　 8：13

中村着　10：04

中村着　18：45

上り

下り

※小児は大人の半額です。

　

市
で
は
、地
域
農
業
の
担
い
手
と
な
る
人
材
の
育
成
を
図
る
目

的
で
、
新
た
に
施
設
園
芸
を
始
め
て
み
た
い
と
希
望
す
る
人
に
、

四
万
十
農
園
「
あ
ぐ
り
っ
こ
」
研
修
ハ
ウ
ス
に
お
い
て
実
践
的
な

農
業
研
修
を
実
施
し
ま
す
。

募
集
人
員
　

若
干
名

募
集
期
間
　

６
月
21
日（
金
）ま
で

研
修
期
間
　

１
年
以
上
〜
最
長
２
年
間
　

　
　
　
　
　

（
平
成
25
年
８
月
か
ら
の
研
修
と
な
り
ま
す
）

研
修
内
容
　

ミ
デ
ィ
ト
マ
ト
・
米
ナ
ス
の
養
液
栽
培
研
修
を
は

　
　
　
　
　

じ
め
、
肥
培
管
理
や
農
業
経
営
、
実
証
ハ
ウ
ス
で
の

　
　
　
　
　

土
耕
栽
培
な
ど

研
修
手
当
　

年
額
１
８
０
万
円

就
農
支
援
　

就
農
に
関
す
る
情
報
提
供
や
、就
農
に
必
要
な
事
務

　
　
　
　
　

手
続
、各
種
事
業（
青
年
就
農
給
付
金
等
）の
手
続
き

　
　
　
　
　

支
援
な
ど

応
募
要
件
　
　

　

・
18
歳
以
上
50
歳
未
満
で
四
万
十
市
に
在
住
の
人
で
、
新
規
に

施
設
園
芸
を
始
め
た
い
人
　
　
　
　
　
　

 

　

・
研
修
後
に
四
万
十
市
で
就
農
す
る
こ
と
に
つ
い
て
強
い
意
欲

の
あ
る
人
　
　

ほ
か

応
募
手
続
　

　

指
定
の
申
込
書
に
必
要
事
項
を
ご
記
入
の
う
え
、左
記
ま
で
提

　

出
し
て
く
だ
さ
い（
郵
送
可
）。

選
考
方
法
　

募
集
期
間
終
了
後
に
個
別
面
接
を
行
い
ま
す
。

　
　
　
　
　

（
６
月
下
旬
予
定
）

※

支
給
方
法
や
、そ
の
他
応
募
要
件
等
の
詳
細
に
つ
い
て
は
市
農

　

業
課
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先
】

　

〒
７
８
７‐

８
５
０
１
　

四
万
十
市
中
村
大
橋
通
４‐

10

　（
市
）農
業
課
　

☎（
３
４
）１
１
１
７

あ
ぐ
り
っ
こ
研
修
生 

募
集

あ
ぐ
り
っ
こ
研
修
生 

募
集

あ
ぐ
り
っ
こ
研
修
生 

募
集

平
成
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年
3
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軽
自
動
車
税
は
月
割
課
税
が
あ
り
ま
せ

ん
の
で
、４
月
２
日
以
降
に
廃
車
や
譲
渡
し

て
も
、４
月
１
日
現
在
の
所
有
者
に
、そ
の

年
度
分
の
税
金
は
全
額
納
め
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

所
有
状
況
に
変
更
が
あ
っ
た
場
合
は
、速

や
か
に
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

■
手
続
き
の
対
象
と
な
る
事
例

●
市
外
か
ら
の
転
入
、も
し
く
は
市
外
へ
の

転
出

●
車
両
を
譲
り
渡
し
た
、も
し
く
は
譲
り
受

け
た

●
故
障
な
ど
の
理
由
で
車
両
を
使
用
し
な

い
ま
ま
放
置
し
て
い
る

●
車
両
を
盗
難
被
害
に
遭
っ
た

●
車
両
、も
し
く
は
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
を

紛
失
し
た

●
所
有
者
が
死
亡
さ
れ
た
ご
家
族
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
ど

【
問
い
合
わ
せ
先
】

（
本
　
　

庁
）税
務
課 

市
民
税
係

　

0（
３
４
）１
１
１
２

（
総
合
支
所
）税
務
係

　

0（
５
２
）１
１
１
１

･印鑑  ･ナンバープレート

･検査証（届出済証）  ･自賠責保険証

･新旧所有者の印鑑

･新所有者の住民票（1部3ヶ月以内）

･検査証（届出済証）  ･自賠責保険証

･印鑑  ･住民票（1部3ヶ月以内）

･検査証（届出済証）  ･自賠責保険証

届出に必要なもの

廃　車

名義変更

住所変更

　　　届出先（軽自動車協会・運輸局関係）

軽二輪

（126cc～250cc）

軽自動車

（三輪・四輪）

二輪小型自動車

（250cc超）

高知県軽自動車協会

高知市長浜3106‐3

0 088（842）4311

高知運輸支局

高知市大津乙1879‐1

0 050（5540）2077

･印鑑  ･車名  ･車台番号  ･排気量

･印鑑  ･ナンバープレート

･新旧所有者の印鑑

･ナンバー等の登録内容が分かるもの

（例：廃車証明書、標識交付証明書、

自賠責保険証 等）

･印鑑  ･ナンバープレート

･印鑑  ･車名  ･車台番号  ･排気量

　　　　　　　　届出先（市役所関係）

原動機付自転車

（125cc以下）

ミニカー

小型特殊車両

農耕作業用車両

（トラクター、

コンバイン）

（本庁）税務課 市民税係

0（34）1112

（総合支所）税務係

0（52）1111

軽
自
動
車
税
は

毎
年
４
月
１
日
現
在
の

所
有
者
に
課
税
さ
れ
ま
す
！

〜
軽
自
動
車
・
原
動
機
付
自
転
車
等

の
廃
車
や
名
義
変
更
の
手
続
き
は

３
月
末
ま
で
に
〜

登　録

廃　車

名義変更

ナンバー変更

車体変更

届出に必要なもの

　

県
民
一
人
ひ
と
り
が
交
通
安
全
に
対
す

る
意
識
を
高
め
、交
通
ル
ー
ル
を
守
り
、交

通
マ
ナ
ー
の
向
上
に
努
め
る
と
と
も
に
、

安
全
で
安
心
な
人
に
や
さ
し
い
交
通
環
境

の
改
善
に
向
け
た
取
組
を
推
進
す
る
こ
と

に
よ
り
、
交
通
事
故
を
防
止
す
る
こ
と
を

目
的
に
実
施
し
ま
す
。

　

特
に
高
齢
者
が
犠
牲
と
な
る
事
故
が
非

常
に
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
の
で
、
道
路

を
利
用
す
る
全
て
の
方
が
緊
張
感
を
持

ち
、
安
全
確
認
を
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。

実
施
期
間 

　

　

４
月
６
日（
土
）〜
15
日（
月
）

運
動
の
基
本

　

「
子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止
」

重
点
目
標

１
．
自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進
（
特
に
、

自
転
車
安
全
利
用
五
則
の
周
知
徹
底
） 

２
．全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と

　

 

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用

の
徹
底

３
．飲
酒
運
転
の
根
絶

【
問
い
合
わ
せ
先
】

（
本
　
　

庁
）
環
境
生
活
課 

市
民
生
活
係

　
　

☎（
３
５
）４
１
４
７

（
総
合
支
所
）
地
域
企
画
課 

地
域
振
興
係

　
　

☎（
５
２
）１
１
１
１

平
成
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　四万十川支流の中で屈指の透明度を誇る平成の名水百選黒尊川沿いに咲くつつじと沈下橋めぐり、和紙はが
き作りなど自然が満喫できる体験イベントに参加し、地元の人たちとすてきな１日を過ごしてみませんか。参加
には事前申込が必要です。

【日　時】４月14日（日）10時～15時　※雨天中止の場合があります。
【集合場所】玖木公民館（西土佐玖木132-5）
【イベント内容】
　・ツツジ群生地までのウォーキング

　・三椏を原料にした和紙はがき作り 
　・昼食は猪汁・カレーライス（猪肉入り）・山菜天ぷらなどを用意しています
【参加費】
　大人：3,000円　子供：1,500円　小学生以下：無料　※昼食代込み
【主　　催】玖木地区がんばる住民グループ 
【問い合わせ先】西土佐体感ツーリズム事務局 山間屋 
　　　　　　　☎（31）6474

玖木の1日花めぐり・橋めぐり玖木の1日花めぐり・橋めぐり玖木の1日花めぐり・橋めぐり

四万十川 花絵巻　催物開催日程四万十川 花絵巻　催物開催日程四万十川 花絵巻　催物開催日程
開催日程

4月7日（日）まで

菜の花の宴：3月9日（土）、10日（日） 

入田物産展：3月31日までの土日祝

3月16日(土)～4月7日（日）

ぼんぼり点灯（点灯時間：18時～22時）

期間中は車両通行規制（小姓町側→丸の内側のみの一方通行）あり

4月13日（土）～21日(日)

4月14日（日）～28日（日）

玖木の1日花めぐり・橋めぐり：4月14日（日）

5月25日（土）～6月2日(日)

花菖蒲の宴：5月25日（土）

5月1日（水）～10月14日(月)

睡蓮の宴：7月20日（土）

6月1日（土）～9日(日)

紫陽花の宴：6月1日（土）

9月21日(土)～29日（日）

曼珠沙華の宴：9月21日（土）

11月9日(土)～20日（水）

イベント名

菜の花の巻

桜の巻（催物なし）

藤の巻（催物なし）

つつじの巻

花菖蒲の巻

睡蓮の巻

紫陽花の巻

曼珠沙華の巻

黒尊渓谷紅葉の巻（催物調整中）

場　所

入田ヤナギ林

為松公園

香山寺市民の森

西土佐玖木

トンボ自然公園

トンボ自然公園

安並水車の里

入田ヤナギ林

西土佐奥屋内

菜の花の巻菜の花の巻菜の花の巻
菜の花の宴
3月16日（土）～31日（日）10時～15時
　菜の花ご当地“入田物産展”
　※期間中の土日祝日（7日間）

3月20日（水）　19時～21時
　菜の花“夢灯り”の小径
　（菜の花提灯の無料貸出を行います）
　・菜の花の小径に、具同小学校・東中筋小学校児童作
成の紙灯籠や幡多農高作成の竹灯籠を設置します。 

3月23日（土）
　菜の花コンサート
　・市立中村西中学校音楽部（11時～）
　・市立中村中学校音楽部（13時～）
　・県立中村中学・高等学校音楽部（14時～）

3月30日（土）　8時～12時
　第1回 入田桜堤公園ジュニアクロスカントリー大会
　　場　所　入田桜堤公園

【問い合わせ先】四万十市観光振興連絡会議（事務局）（市）観光課　　　　　　☎（34）1783
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（社）四万十市観光協会　☎（35）4171

4月7日（日）まで　　会　場：入田ヤナギ林

みつまた

平
成
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２
月
９
日
、10
日
、
西
土
佐
地
域
の
口
屋
内

集
落
と
高
知
大
学
が
連
携
事
業
を
実
施
し
ま

し
た
。

　

今
回
の
テ
ー
マ
は「
３
月
末
に
開
催
す
る
イ

ベ
ン
ト
の
内
容
を
話
し
合
お
う
！
」
で
す
。
口

屋
内
集
落
に
あ
る
魅
力
的
な
地
域
資
源
と
、大

学
生
た
ち
が「
若
い
視
点
・
外
の
視
点
」で
発
掘

し
て
く
れ
た
口
屋
内
集
落
の
い
い
と
こ
ろ（
潜

在
資
源
）も
フ
ル
活
用
し
た
企
画
を
考
え
ま
し

た
。

　

口
屋
内
集
落
へ
の
来
訪
は
３
回
目
と
い
う

大
学
生
も
お
り
、集
落
の
人
と
打
ち
解
け
た
雰

囲
気
の
中
、ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
活
発
に
ア
イ

デ
ア
を
出
し
合
い
、地
域
散
策
で
ス
ポ
ッ
ト
を

確
か
め
な
が
ら
、
イ
ベ
ン
ト
企
画
と
ル
ー
ト

マ
ッ
プ
を
作
り
ま
し
た
。

　

大

学

生

と

一

緒

に

考

え

た

企

画
は
、
内
容

を

集

落

側

で

精

査

し

て

実

施

に

向

け

て

協

議

し

て

い

き
ま
す
。

口
屋
内
を
イ
ベ
ン
ト
で

盛
り
上
げ
よ
う
！

　

あ
っ
た
か
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
「
ア
ル

メ
リ
ア
」（
中
村
東
町
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ほ
っ

と
ハ
ー
ト
運
営
）
に
、
２
月
22
日
、
今
年
度

24
時
間
テ
レ
ビ
「
愛
は
地
球
を
救
う
」（
Ｒ

Ｋ
Ｃ
高
知
放
送
な
ど
日
本
テ
レ
ビ
系
列
）

の
募
金
を
使
っ
た
事
業
か
ら
、
福
祉
車
両

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

「
ア
ル
メ
リ
ア
」は
、誰
も
が
集
い
、ゆ
っ

く
り
過
ご
せ
る
居
場
所
と
し
て
、
昨
年
５

月
開
所
。福
祉
車
両
に
は
、車
い
す
を
乗
せ

る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
か
ら
、
利
用
者
同

士
の
交
流
等
の
事
業
展
開
に
積
極
的
に
活

用
を
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

ア
ル
メ
リ
ア
に
福
祉
車
両

24
時
間
テ
レ
ビ
か
ら

贈
ら
れ
る

　

２
月
２
日
（
土
）
、
第
23
回
四
万
十
市

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
対
抗
駅
伝
大
会
が
後

川
堤
防
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
３
団
体
か
ら
７
チ
ー
ム
42

人
が
参
加
し
、
後
川
堤
防
を
２
周
す
る

コ
ー
ス
で
競
い
合
い
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
雨
も
上
が
り
暖
か
く
絶

好
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
で
、
選
手
６
人

が
１
本
の
た
す
き
を
つ
な
ぎ
、
チ
ー
ム

メ
イ
ト
や
保
護
者
の
応
援
を
受
け
て
全

員
が
見
事
に

完
走
し
ま
し

た
。

　

結
果
は
、

中
村
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
Ａ

が
２
位
以
下

を
大
き
く
引

き
離
し
、
大

会
新
記
録
で

見
事
に
優
勝

し
ま
し
た
。

【
成
績
】

　

優
　

勝
　

中
村
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
Ａ

　
　
　
　
　

24
分
25
秒（
大
会
新
記
録
）

　

準
優
勝
　

東
山
ボ
ー
イ
ズ
Ａ

　

第
３
位
　

東
山
ボ
ー
イ
ズ
Ｃ

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
対
抗

駅
伝
大
会

　

２
月
24
日
、
大
用
地
区
で
５
回
目

の
梅
の
里
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

天
候
に
も
恵
ま
れ
、
爽
や
か
な
春

の
風
を
感
じ
な
が
ら
の
田
舎
体
験

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
ほ
か
、
物
産
販
売

や
梅
の
種
飛
ば
し
な
ど
が
行
わ
れ
大

勢
の
人
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
地
元
の
人
に
よ
る
紙
芝

居
も
上
演
さ
れ
、
あ
ま
り
知
ら
れ
て

い
な
い
大
用
地
区
の
歴
史
の
お
話
に

皆
さ
ん
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
田
ん
ぼ
の
脇
に
写
真
が
何

十
枚
も
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
さ
れ
た
「
田

ん
ぼ
で
写
真
展
」も
開
催
さ
れ
、そ
の

な
か
で
も
元
気
い
っ
ぱ
い
の
笑
顔
の

写
真
は
、
見
る
人
に
も
笑
顔
を
与
え

ま
し
た
。

と
み
や
ま

梅
の
里
ま
つ
り

紙芝居の上演

平
成
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年
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四万十市 認知症家族の会「たんぽぽの会」
　認知症介護についての悩みや不安を一人で抱え込んではいませんか。

　他の人にはなかなかわかってもらえないことも、同じ体験をしてきた人どうしなら分かりあえ、介護

で疲れたこころが少しでも楽になるかもしれません。初めての方の参加もおまちしています。

日　時　3月28日（木）13時30分～15時30分　　　場　所　市民病院 健康管理センター

　・家族の人だけでも、認知症の人とご一緒でもかまいません。

　・（市）地域包括支援センターの職員も参加します。

　・薬剤師さんの参加もあります。お薬のことの相談もできますよ。

【問い合わせ・申込先】

「たんぽぽの会」事務局：松岡時規子　 （34）4528

（市）地域包括支援センター　　　　 （34）0170

 ―

で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
よ
う
！（
ま
と
め
編
）

　

高
齢
者
の
認
知
機

能
の
低
下
を
進
め
る

要
因
に
、
体
の
動
き

が
鈍
く
な
る
身
体
的

活
動
性
の
低
下
と
、

退
職
な
ど
を
き
っ
か

け
と
し
た
役
割
・
社

会
関
係
の
減
少
が
あ

り
ま
す
。

　

年
齢
と
と
も
に
、

物
の
名
前
を
思
い
出

せ
な
く
な
る
な
ど
、

誰
で
も
認
知
機
能
は

徐
々
に
低
下
し
ま
す
。

し
か
し
、
毎
日
の
生

活
の
中
で
水
分
、
食

事
、
排
便
、
運
動
を

意
識
し
、
普
段
の
体

調
を
整
え
た
り
、
家

の
外
で
の
生
活
を
増

や
し
、
閉
じ
こ
も
ら

な
い
生
活
を
行
う
こ

と
で
、
認
知
機
能
を

で
き
る
だ
け
維
持
す

る
こ
と
が
可
能
で
す
。

脱水
ぼんやりする、微熱、
注意力散漫、元気がない

低栄養
体力がなくなる
動けなくなる、便秘

便秘
食欲不振、排便時の
イライラ
落ち着きがなくなる

低活動
食欲不振、便秘
動くことがおっくう

認知機能

の低下

水
十分な水分をこまめにとりましょう

○誰かと一緒に飲む

○好みの飲み物を探す

○水分の多い食べ物：寒天、ゼリー

※アルコールは水分には含まれません

メシ
3度の食事をきちんと食べましょう

（目標：1500kcal）
○1日3食を食べましょう
○間食（おやつ等）でエネルギーをとりましょう
○良質のたんぱく質をとりましょう

ウン
自然な排便に努めましょう

（目標：自然な排便）
○水分をとる

○食べる工夫（雑穀、豆類、イモ類など）

○運動の工夫

運
全身を軽く動かす運動をしましょう

○軽い運動（有酸素運動）であること

○軽い全身運動であること

○できれば「立つ」「歩く」練習も加えること

注
意
・
意
欲
・

関
心
の
低
下

（目標：1日1500ml以上）

(目標：一日散歩2km、体操30分)
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●
保
険
証
の
更
新

　

現
在
使
わ
れ
て
い
る
保
険
証
の
有
効
期
限
は
、
３
月

31
日
で
す
。
４
月
１
日
か
ら
使
え
る
新
し
い
保
険
証
は
、

３
月
下
旬
に
郵
送
し
ま
す
。

　

平
成
25
年
度
中
に
75
歳
に
な
る
人
の
保
険
証
の
有
効

期
限
は
、誕
生
日
の
前
日
で
す
。誕
生
日
か
ら
は
後
期
高

齢
者
医
療
の
被
保
険
者
に
な
り
ま
す
。（
後
期
高
齢
者
医

療
の
保
険
証
は
、
75
歳
の
誕
生
月
の
前
月
に
郵
送
し
ま

す
）

●
70
歳
〜
74
歳
の
人
の
自
己
負
担
割
合
を
据
え
置
き

　

１
割
負
担
の
人
は
、
４
月
か
ら
自
己
負
担
割
合
が
２

割
に
引
き
上
げ
ら
れ
る
予
定
で
し
た
が
、
平
成
26
年
３

月
ま
で
１
割
に
据
え
置
か
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

４
月
１
日
か
ら
の
新
し
い
高
齢
受
給
者
証
は
、
保
険
証

と
は
別
に
、３
月
下
旬
に
郵
送
し
ま
す
。

●
学
生
用
保
険
証
の
交
付

　

家
族
の
人
が
修
学
の
た
め
、
ほ
か
の
市
町
村
に
住
む

場
合
に
は
、学
生
用
保
険
証
を
交
付
し
ま
す
。学
生
で
あ

る
こ
と
の
証
明
書（
在
学
証
明
書
な
ど
）・
保
険
証
・
印
鑑

を
持
参
の
う
え
、申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
・
申
請
先
】

　

（
本
　
　

庁
）市
民
課 

国
保
係

　

☎（
３
４
）１
１
１
４

　

（
総
合
支
所
）市
民
課 

西
土
佐
市
民
国
保
分
室
　

　

☎（
５
２
）１
１
１
１

　

未
熟
児
養
育
医
療
と
は
、医
師
に
よ
り
入
院
養
育
が
必
要

で
あ
る
と
認
め
ら
れ
た
、出
生
時
体
重
が
２
０
０
０
ｇ
以
下

も
し
く
は
特
に
生
活
力
が
弱
い
お
子
さ
ん
に
対
し
て
、必
要

な
医
療
を
給
付
す
る
制
度
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
高
知
県
が
申
請
受
付
窓
口
で
、
給
付
事
務
を

行
っ
て
き
ま
し
た（
平
成
25
年
３
月
31
日
ま
で
）。

　

四
万
十
市
に
住
民
票
が
あ
り
、平
成
25
年
４
月
１
日
以
降

に
未
熟
児
養
育
医
療
と
し
て
の
療
養
が
必
要
と
な
っ
た
お
子

さ
ん（
１
歳
未
満
）の
保
護
者
は
、福
祉
事
務
所
へ
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

必
要
書
類（
１
〜
３
は
福
祉
事
務
所
に
あ
り
ま
す
）

　

１
．養
育
医
療
給
付
申
請
書 

　

２
．養
育
医
療
意
見
書 

　

３
．世
帯
調
書

　

４
．所
得
税
額
を
証
明
す
る
書
類

※

扶
養
義
務
者
と
な
る
方
全
員
の
市
町
村
民
税
関
係･

所
得
税
関
係
の
証
明
書
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

５
．健
康
保
険
証

※

対
象
児
本
人
の
保
険
証
が
ま
だ
支
給
さ
れ
て
い
な
い

場
合
は
、扶
養
義
務
者
の
保
険
証（
＝
対
象
児
が
加
入

す
る
予
定
の
保
険
証
）を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
・
提
出
先
】

　

（
本
　
　

庁
）福
祉
事
務
所 

家
庭
福
祉
係
　

　

☎（
３
４
）１
８
０
１

　

（
総
合
支
所
）西
土
佐
福
祉
分
室（
保
健
課
内
）

　

☎（
５
２
）１
１
３
２

国
民
健
康
保
険
か
ら
の
お
知
ら
せ

未
熟
児
養
育
医
療
の
給
付
が

４
月
か
ら
市
の
事
業
に
な
り
ま
す

狂
犬
病
予
防
注
射

　

平
成
25
年
度
の
狂
犬
病
予
防
注
射
を
次
の
日
程

で
実
施
し
ま
す
。

　

詳
し
い
時
間
と
場
所
に
つ
い
て
は
、
後
日
飼
い

主
の
人
に
通
知
し
ま
す
。（
登
録
を
し
て
い
る
犬
の

み
）

　

ま
た
、飼
い
犬
の
登
録
を
さ
れ
て
い
な
い
人
に

は
通
知
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、左
記
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
狂
犬
病
は
、発
症
し
て
し
ま
う
と
ほ
ぼ
１
０
０
％

死
に
至
る
き
わ
め
て
危
険
な
疾
病
で
す
。狂
犬
病

予
防
法
に
よ
り
、生
後
３
ヵ
月
以
上
の
犬
は
必
ず

登
録
し
、予
防
注
射
を
毎
年
１
回
受
け
る
こ
と
が

義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

 

【
問
い
合
わ
せ
先
】

（
本
　
　

庁
）環
境
生
活
課 

市
民
生
活
係
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎（
３
５
）４
１
４
７

（
総
合
支
所
）保
健
課
　

☎（
５
２
）１
１
３
２

４月５日（金）

４月12日（金）

４月26日（金）

５月10日（金）

５月17日（金）

５月24日（金）

４月24日（水）

４月25日（木）

具同・八束

大川筋・中筋・東中筋

東山・下田

富　　　山

蕨岡・後川

中　　　村

西土佐地域

生後91日以上の犬の登録と

注射料金（1頭あたり）

登録料（初年度のみ） 3000円

注射料（毎年１回）　 3000円

地　　　区 予防注射日

平
成
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年
3
月
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月
８
回
以
上
の
定
期
的
通
院

で
透
析
療
法
を
受
け
て
お
り
、
自

宅
か
ら
病
院
ま
で
の
距
離
が
片

道
20
㎞
を
超
え
て
い
る
人
に
対

し
、
１
ヶ
月
４
千
円
を
支
給
し
ま

す
。

　

新
た
に
該
当
に
な
る
人
は
、
申

請
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

（
申
請
月
の
翌
月
か
ら
該
当
に
な

り
ま
す
）

支
給
月

　

４
月
、10
月（
年
２
回
）

申
請
に
必
要
な
も
の

　

身
体
障
害
者
手
帳
、印
か
ん

【
問
い
合
わ
せ
・
申
請
先
】

　

（
本
　
　

庁
）
福
祉
事
務
所
　

　

家
庭
福
祉
係

　
　

☎（
３
４
）１
８
０
１

　

（
総
合
支
所
）
福
祉
事
務
所
　

　

西
土
佐
福
祉
分
室（
保
健
課
内
）

　
　

☎（
５
２
）１
１
３
２

四万十市地域子育て支援センター 四万十市地域子育て支援センター 四万十市地域子育て支援センター “ぽっぽ”“ぽっぽ”“ぽっぽ”

問い合わせ先
四万十市地域子育て支援センター“ ぽっぽ ”

右山元町1丁目2-10　☎（３５）３７４８

時

場

〔１、2、３歳児〕
〔ぴよちゃんクラブ〕
子育て支援センター

親子ふれあい活動　　0･1･2･3歳児対象

一年間“ぽっぽ”で遊んだお友達の巣立ち式です。
みんなで成長をお祝いしましょう！

巣立ち式

3月19日（火）　10：00～11：30
3月18日（月）　10：00～11：30

※巣立ち式は、年間を通じて参加された方対象
　となっております。
　初めての方、久しぶりの方、「おもいで文集」
　などの準備ができていない方はフリーデー
　のご利用をお願いします。

3月22日（金）は、職員が研修会出席の
ため、休園とさせていただきます。

お知らせ
☆巣立ち式に参加する予定になっていて欠席され
　た人は、式以降も支援センターは開所していま
　すので 「おもいで文集」などを取りに来てくだ
　さい。
☆平成２5年度の活動を希望される人は「広報四万
　十4月号」をご覧の上、お申し込みください。

作
り
方

栄養成分【1枚分】

エネルギー：28kcal

たんぱく質：0.5g

脂　　　質：0.9g

食物繊維：0.2g

バター不使用　ひじきクッキー
■今回はバター不使用のひじきクッキーを紹介します。
　バターを使うより簡単で、噛めば噛むほど砂糖本来の甘みを味わえるクッ
キーです。おかずではなく、おやつにひじきを使ってみました。ぜひ作って
みてください。

所要時間約20分

①ひじきを水で戻し、水気を取ります。(ひじきが長いものは短く切ります)

②ボールに、卵、砂糖、塩、植物油を入れて泡立て器でよく混ぜます。

③②にひじきを入れ軽く混ぜたら薄力粉を入れます。初めはゴムべらでさ

っくりと混ぜ、最後は手でしっかりとまとめます。

④食べやすい大きさに小さく丸め、薄くなるようにのばし、アルミホイルを

敷いた天板に並べ、トースターで焼きます。（目安1000Ｗで約６～８分）

※薄くするとサクサク感があり、焼く時間も短縮できてオススメですよ！

※焼き加減はご家庭の調理器具に合わせて、調節してください。

育児相談
　子育てについて思っていること、悩んでいること等気軽

にご相談ください。電話相談だけでなく、直接来所しての

相談にも応じます。

※3月の家庭相談員による育児相談は、お休みです。

相談日／月～金曜日　9：30～11:30、13:00～17:00

健康づくり編

ひじきなどの海藻類は、水溶性食物繊維が豊富です。そのはたらきとして、

　・糖質の代謝を促し、血糖のコントロールに役立つ

　・悪玉コレステロールの低下に役立つ

　・腸内環境を健康に保つ

が主にあげられ、生活習慣病の予防・改善にぴったりの食材です。カロリーを抑えたい

人や、血圧が高い人は、わかめや昆布などの海藻類を積極的に取り入れたいですね。

（四万十市立市民病院　管理栄養士　乾優衣）

・ひじき(乾燥) ………………… 7g
・卵　…………………………… 1個
・砂糖　………………………… 40g
・塩　……………………ひとつまみ
・植物油　……………………… 30g
・薄力粉　……………… 170～180g
　　　　　　　　　(お好みで調整)

材料（40枚分）

じ
ん
臓
機
能
障
害
者

通
院
費
援
助

じ
ん
臓
機
能
障
害
者

通
院
費
援
助

おことわりおことわり

平
成
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1
年
間
の
国
民
年
金
保

険
料
を
ま
と
め
て
納
付
す

る
「
前
納
制
度
」
を
ご
利
用

い
た
だ
く
と
、
保
険
料
が
割

引
と
な
り
お
得
で
す
。

　

4
月
か
ら
の
前
納
を
現

金
納
付
で
希
望
す
る
方
は
、

4
月
に
日
本
年
金
機
構
か

ら
送
付
さ
れ
る
「
国
民
年
金

保
険
料
納
付
案
内
書
」
に
添

付
さ
れ
た
前
納
用
納
付
書

で
4
月
末
日
ま
で
に
金
融

機
関
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス

ト
ア
な
ど
で
納
付
し
て
く

だ
さ
い
。

※
現
金
払
い
で
の
前
納
は
、
１
年
度
（
12
カ
月
分
）
や
６
カ
月

　

分
だ
け
で
は
な
く
、
希
望
す
る
月
か
ら
年
度
末
ま
で
の
分

　

を
前
納
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

詳
し
く
は
日
本
年
金
機
構
幡
多
年
金
事
務
所
ま
で
お
問
い

　

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
　
　

※
毎
月
の
納
付
も
、
口
座
振
替
の
「
早
割
」（
当
月
末
振
替
）
な

　

ら
月
額
50
円
お
得
で
す
。

　

就
職
、転
職
、退
職
や
結
婚
な
ど
に
よ
り
、国
民
年
金

の
加
入
の
し
か
た
が
か
わ
る
こ
と
が
あ
り
、そ
の
つ
ど

届
け
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
お
得
な「
前
納
割
引
制
度
」を

　
　
　
　
　

ご
利
用
く
だ
さ
い
！

■
異
動
に
伴
う
届
け
出
は

　
　
　
　
　
　

お
忘
れ
な
く
！

《平成25年度の保険料額》

　　定額保険料　月額　15,040円

※第１号被保険者…自営業者、自由業者、学生などで20歳以上60歳未満の人

※第３号被保険者…厚生年金・共済組合などの加入者に扶養されている20歳以上60歳未満の妻（夫）

6カ月分

1年分

90,240円

(15,040円×6カ月)

180,480円

(15,040円×12カ月分)

定額保険料

こんなとき どうする 必要なもの 届け出先

前納金額

177,280円

（割引額：3,200円）

89,510円

（割引額：730円）

会社等を退職
したとき

会社等に就職
したとき

配偶者の扶養
からはずれた
とき

年金手帳・扶養から
はずれた日のわかる
書類・印鑑

結婚や退職等で
配偶者の扶養に
なったとき

第3号被保険者への種別変更の手続きを
する

会社(事業主)または共済組合などから届け出をしますので、自分で手続
きをする必要はありません

年金手帳・退職日の
わかる書類・印鑑

（本　　庁）市民課
（総合支所）西土佐市民国保分室

配偶者の勤務先

（本　　庁）市民課
（総合支所）西土佐市民国保分室

問
い
合
わ
せ
先

　

過
去
10
年
間
に
納
め
忘
れ
た
国
民
年
金
保
険
料
に
つ
い

て
は
、平
成
24
年
10
月
か
ら
後
納
制
度
を
利
用
し
て
納
付
す

る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
が
、後
納
制
度
の
申
し
込
み

を
し
て
、平
成
15
年
4
月
分
以
降
の
後
納
保
険
料
の
お
支
払

い
が
済
ん
で
い
な
い
人
は
、お
手
元
の
納
付
書
の
納
付
期
限

が
平
成
25
年
3
月
31
日
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

　

平
成
15
年
4
月
以
降
の
後
納
保
険
料
を
平
成
25
年
4
月

1
日
以
降
に
納
付
す
る
場
合
は
、納
付
期
限
が
平
成
26
年
3

月
末
日
ま
で
の
納
付
書
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、お
近
く

の
年
金
事
務
所
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、平
成
14
年
10
月
か
ら
平
成
15
年
3
月
ま
で
の
納
付

期
限
は
、平
成
25
年
3
月
31
日
ま
で
で
す
。

　

こ
れ
以
降
は
お
支
払
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

■
国
民
年
金
後
納
保
険
料
納
付
書
の

　

使
用
期
限
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
!!

幡
多
年
金
事
務
所（
中
村
東
町
２
丁
目
４-

10
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
３
４
）１
６
１
６

（
本
　
　

庁
）市
民
課 

市
民
係
　
　
　

（
３
４
）１
１
１
３

（
総
合
支
所
）市
民
課 

西
土
佐
市
民
国
保
分
室

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
５
２
）１
１
１
１

国民年金に加入の
手続きをする

第3号被保険者か
ら第1号被保険者
への種別変更の手
続きをする

平
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3
平成25年

★
休
館
日
の
案
内 

★

一
般
書

3 （189冊）

児
童
書  

え
ほ
ん

/

学校の記憶と再生
かつて高知県には709の小中学校があった

愛しいひとにさよならを言う

おいしく食べられる山野草の料理

終末の名画

破邪の剣

蜂蜜秘密

晩夏

論理爆弾

高知ミモザの会

石井　睦美

道下　暁子

平松　洋

鳥羽　亮

小路　幸也

今野　敏

有栖川　有栖

イヌカウコドモ

じゃんけんのすきな女の子

はだしのゲンわたしの遺書

バーナムの骨

プレッツェルのはじまり

魔道師アブラハム

もっと生きたい！

よいこはもうねるじかん

スギヤマ　カナヨ

松岡　享子

中沢　啓二

ボリス・クリコフ

エリック・カール

マイケル・スコット

池田　まき子

高畠　純

★
寄
贈
御
礼
★

　

平
成
４
年
か
ら
20
年
間
に
わ
た
っ
て
、
大
活
字
図
書
を
中
心
に
寄
贈

い
た
だ
き
ま
し
た
国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
幡
多
様
が
認
証
20
周
年
を
迎

え
ま
し
た
。

　

今
回
記
念
と
し
て
25
万
円
相
当
の
大
活
字
本
を
い
た
だ
き
、『
鬼
平
犯

科
帳
』を
全
巻
そ
ろ
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。大
切
に
利
用
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

問 

市
立
図
書
館  

（
３
５
）２
９
２
３ 

開館時間　9：00～18：00 March

３
月
11
日（
月
）定
休
日

　
　

18
日（
月
）定
休
日

20
日（
水
）春
分
の
日

　
　

25
日（
月
）定
休
日

29
日（
金
）館
内
整
理
日

４
月
１
日（
月
）定
休
日
 

　

　
　

８
日（
月
）定
休
日
 

　

春
は
転
勤
や
就
学
等
引
越
し
の
季
節
で
も
あ
り

ま
す
。四
万
十
市
内
で
引
越
し
す
る
場
合
や
市
外
へ

の
引
越
し
、住
み
慣
れ
た
家
庭
を
離
れ
一
人
暮
ら
し

を
始
め
る
人
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
で
し
ょ
う
。

　

こ
の
よ
う
な
時
忘
れ
て
は
い
け
な
い
の
が
住
民

票
の
異
動
で
す
。
住
民
票
は
、
皆
さ
ん
の
居
住
関
係

の
公
証
、
選
挙
人
名
簿
の
登
録
、
そ
の
他
の
市
民
生

活
に
必
要
な
事
務
処
理
の
基
礎
と
な
る
も
の
で
す

の
で
、引
越
し
を
予
定
さ
れ
て
い
る
人
や
す
で
に
引

越
し
を
し
て
住
所
を
変
更
し
て
い
る
人
は
住
民
票

の
異
動
の
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
手
続
に
は

　

本
人
確
認
書
類
を
お
持
ち
く
だ
さ
い

　

住
民
票
の
異
動
な
ど
の
手
続
に
は
、届
出
人
の
本

人
確
認
書
類
（
住
基
カ
ー
ド
、
運
転
免
許
証
、
パ
ス

ポ
ー
ト
な
ど
）が
必
要
で
す
。

　

本
人
確
認
書
類
が
写
真
付
き
の
も
の
で
は
な
い

場
合（
健
康
保
険
証
な
ど
）は
、さ
ら
に
別
の
書
類
の

提
示
や
、い
く
つ
か
の
質
問
に
お
答
え
い
た
だ
く
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
認
印
が
必
要
に
な
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
の
で
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

※

住
民
票
の
異
動
届
は
、異
動
す
る
本
人
ま
た
は
世

　

帯
主
以
外
の
人
が
届
出
す
る
場
合
、異
動
す
る
本

　

人
ま
た
は
世
帯
主
の
委
任
状
が
必
要
に
な
る
場

　

合
が
あ
り
ま
す
。

※

３
月
下
旬
か
ら
４
月
上
旬
に
か
け
て
、市
民
課
の

　

窓
口
が
大
変
混
雑
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。証
明

　

書
の
発
行
な
ど
に
時
間
が
か
か
る
こ
と
が
予
想

　

さ
れ
ま
す
の
で
、ご
了
承
願
い
ま
す
。

〜
引
越
し
を
予
定
し
て
い
る
皆
さ
ま
へ
〜 

住
民
票
の
異
動
を
お
忘
れ
な
く

〜
引
越
し
を
予
定
し
て
い
る
皆
さ
ま
へ
〜 

住
民
票
の
異
動
を
お
忘
れ
な
く

〜
引
越
し
を
予
定
し
て
い
る
皆
さ
ま
へ
〜 

住
民
票
の
異
動
を
お
忘
れ
な
く

転入届

（市外からの住所異動）

種　　類 届出の期間 届出に必要なもの

転居届

（市内での住所異動）

転出届

（市外への住所異動）

新しい住所に実際にお住まい

になってから14日以内に届出

てください。

※実際にお住まいでない人の

　住所の異動届はできません。

転出予定日の14日前から受付し

ます。

・転出証明書（前住所地で交付されたもの）

・住民基本台帳カード（お持ちの人）

・国民健康保険証（加入者）

・後期高齢者医療被保険者証、介護保険被

　保険者証など（お持ちの人）

・住民基本台帳カード（お持ちの人）

●返却いただくもの

　・印鑑登録証（お持ちの人）

　・国民健康保険証（加入者）

　・後期高齢者医療被保険者証、介護保険

被保険者証など（お持ちの人）

【問い合わせ先】（本庁）市民課 市民係 ☎（34）1113　（総合支所）市民課 西土佐市民国保分室  ☎（52）1111
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平成25年度 市立小中学校の入学式は４月８日（月）です平成25年度 市立小中学校の入学式は４月８日（月）です

就
学
援
助
制
度

就
学
援
助
制
度

　

こ
の
制
度
は
、要
保
護
お
よ
び
準
要
保
護
児
童
生

徒
に
対
し
て
援
助
す
る
も
の
で
、児
童
生
徒
の
学
用

品
費
な
ど
の
就
学
上
必
要
な
経
費
の
一
部
を
援
助

す
る
制
度
で
す
。（
他
の
経
費
に
は
使
用
す
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
）

■
対
　

象
　

　

援
助
の
対
象
と
な
る
の
は
、
原
則
市
内
に
住
所
を

有
し
、小
中
学
校（
県
立
中
村
中
学
校
も
含
む
）に
在

籍
す
る
児
童
生
徒
の
保
護
者
で
、教
育
委
員
会
が
次

の
よ
う
な
理
由
に
よ
り
認
定
し
た
人
で
す
。

・
児
童
扶
養
手
当
の
支
給
を
受
け
て
い
る
人

　

（
母
子
家
庭
に
支
給
さ
れ
る
も
の
）

・
市
税
（
市
民
税
、
国
民
健
康
保
険
税
な
ど
）
の
非
課

　

税
ま
た
は
減
免
を
受
け
て
い
る
人

・
生
活
保
護
が
廃
止
に
な
っ
て
、
な
お
生
活
が
苦
し

　

く
諸
学
費
に
困
っ
て
い
る
人

・
病
気
や
災
害
な
ど
の
特
別
な
理
由
に
よ
り
、
収
入

　

が
著
し
く
減
少
し
、諸
学
費
に
困
っ
て
い
る
人

※

生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
人
は
、
修
学
旅
行
費
と

　

医
療
費
（
学
校
病：

う
歯
、
中
耳
炎
、
寄
生
虫
病
な

　

ど
）に
つ
い
て
教
育
委
員
会
が
援
助
し
ま
す
。

■
申
　

請
　

　

児
童
生
徒
の
在
籍
す
る
学
校
を
通
じ
て
、認
定
申

　

請
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
認
　

定
　

　

申
請
に
基
づ
き
、ご
家
族
全
員
の
所
得
や
児
童
扶

　

養
手
当
受
給
状
況
の
照
会
な
ど
を
同
意
の
う
え

　

で
調
査
さ
せ
て
い
た
だ
き
、学
校
を
通
じ
て
結
果

　

に
つ
い
て
通
知
し
ま
す
。

■
支
払
時
期
　

　

原
則
学
期
末
ご
と
の
３
回
払
い
と
し
ま
す
が
、項

　

目
に
よ
っ
て
異
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■援助の内容（平成24年度参考）

援助の項目　　　　　小学校 　　　　　中学校

学用品費

通学用品費

（1年生除く）

新入学児童生徒

学用品費等

修学旅行費

年額　11,100円

年額　 2,170円

年額　19,900円

年額　20,600円
　　（上限額）

年額　21,700円

年額　 2,170円

年額　22,900円

年額　55,700円
　　（上限額）

※このほかに学校給食費、校外活動費、医療費（学校病限定）、通学費
   などの援助があります。

【問い合わせ先】（市）教育委員会 学校教育課 ☎（34）5445 　西土佐事務所 ☎（52）1110

下田、竹島、中村、大用、八束、東中筋、

中筋、西土佐

川登　　

東山、蕨岡、利岡、中村南

具同

大用、後川、大川筋

下田、蕨岡、八束、中筋、中村西

中村

東中筋、西土佐

小学校 中学校開始時間

9時30分

10時

10時10分

10時30分

13時30分

14時

平
成
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　市では、住民基本台帳に基づく住所によって就学する学校を指定していますが、下記の基準に
該当すると認められる場合は、保護者の申請により指定学校の変更をすることができます。
　なお、特定の学校に入学させるために意図的にお子さまの住所を実態と異なる住所にすること
は認められませんのでご注意願います。

学期途中で転居した場合で、引続き在籍

していた学校に就学する場合（通学可能

な場合に限る）

保護者が共働き等で留守になる家庭で、

放課後の児童安全確保が困難なため、祖

父母宅等の住所に基づく通学区域の小

学校に就学する場合

近い将来（おおむね６ヶ月以内）転居す

ることが確定しており、あらかじめ転居

先の住所に基づく通学区域の学校に就

学する場合

児童生徒の障害や病気、虚弱等で通学距

離および通学途中の安全確保ならびに

病気治療等のため、その事情に相応した

通学区域外の学校に通学することが適

当であると教育委員会が認めた場合

特認校制度実施要領に基づき、川登小学

校または大用小学校に就学する場合

中学校に進学する場合で、小学校で既に

通学区域外の就学が許可されており、引

き続き卒業する小学校のある通学区域

の中学校に就学する場合

兄姉が既に指定学校の変更の許可を受

けている場合で、弟妹が一緒の学校に就

学する場合

中学校に進学する場合で、指定学校に希

望する部活動がない場合（原則隣接する

通学区域にある中学校の希望する部活

動に入部する場合）

部員不足等により中学校就学途中に所

属する部活動が休廃部になる場合（原則

所属する部活がある隣接地域の中学校

へ入部を希望する場合）

いじめや登校拒否、家庭の事情により住

民票の異動ができない等、指定学校を変

更することが適当と認められる場合

通学区域の境界付近に居住している場

合などで、本来の指定学校と隣接する指

定学校までの通学距離や安全面を考慮

して変更を認める場合

上記以外で、特に教育委員会が保護者の

申し立てに止むを得ない理由があると

認める場合

１

２

３

４

５

６

７

８

９

10

11

12

学期途中で

転居した場合　　

留守家庭の
場合　　　

転居予定の

場合　　　

心身の理由

の場合　　

特認校の場合

　　　　

指定学校の変

更を継続する

場合　

兄姉と同じ学

校の場合

部活動がない

場合　　

就学途中で所

属する部活が

休廃部する場合

教育上の配慮

の場合

地理的事情の

場合

特別な事情の

場合

No. 事　由　　　　　　 許可基準 　　　　　　　　　　　対象学年 　許可期間　　 　　　添付書類

小中学校

全学年

小学校

全学年

小中学校

全学年

小中学校

全学年

小学校

全学年

小学校

６年生

小中学校

全学年

小学校

６年生

中学校

全学年

小中学校

全学年

小中学校

全学年

小中学校

全学年

原則転居した学
期末までとし最
長卒業まで

事由が解消する
まで　

住民票異動日ま
で（原則６ヶ月
以内）

心身の理由が回
復するまでまた
は卒業するまで

卒業まで

原則学年末まで
とし最長卒業ま
で

卒業まで

卒業まで

卒業まで

必要と認められ
る期間

卒業まで

必要と認められ
る期間

住民票異動届の写し

勤務証明書、保護承
諾書等で必要性が証
明できる書類

建築確認通知書の写
し、売買契約書の写
し、賃貸借契約書の
写しなど確認できる書類

就学指導委員会の答
申、医師の診断書等
証明できる書類

特認校就学許可通知
書の写し

指定学校変更許可通
知書の写し

指定学校変更許可通
知書の写し

在籍学校長の意見書
など

在籍学校長の意見書
など

在籍学校長意見書、賃
貸借契約書の写し、民
生委員等による居住
証明書など

【問い合わせ先】（市）教育委員会 学校教育課 ☎（34）5445   西土佐事務所 ☎（52）1110
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ネ
ー
チ
ャ
ー
フ
ォ
ト

研
究
会
作
品
発
表
展
示
会
　

　

公
益
社
団
法
人
ト
ン
ボ
と
自
然
を
考
え
る
会
に
所
属
す

る
、
自
然
と
カ
メ
ラ
好
き
の
人
た
ち
に
よ
る
野
鳥
、
昆
虫
、

野
草
な
ど
、
野
生
生
物
を
美
し
く
捉
え
た
Ａ-

３
サ
イ
ズ

の
生
態
写
真
64
点
を
展
示
し
ま
す
。

期
　

間
　

３
月
16
日（
土
）〜
５
月
26
日（
日
）

場
　

所
　

四
万
十
川
学
遊
館（
あ
き
つ
い
お
）

　
　
　
　

多
目
的
ホ
ー
ル（
と
ん
ぼ
館
ロ
ビ
ー
）

入
場
料
　

四
万
十
川
学
遊
館（
あ
き
つ
い
お
）入
館
料

み
ん
な
で
ト
ン
ボ
池
を
整
備
し
ま
せ
ん
か

〜
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
〜

　

ト
ン
ボ
学
生
服
で
お
な
じ
み
の「
株
式
会
社
ト
ン
ボ
」様

の
ご
支
援
に
よ
り
取
得
し
た
〝
新
ト
ン
ボ
池
〞
（
５
０
２

㎡
）の
周
辺
に
ハ
ナ
シ
ョ
ウ
ブ
を
植
栽
し
、こ
れ
ま
で
あ
っ

た
ト
ン
ボ
池
と
の
間
に
流
れ
て
い
る
水
路
に
小
さ
な
橋
を

架
け
、観
察
道
を
整
備
し
ま
す
。

　

昼
食
を
兼
ね
た
お
む
す
び
も
用
意
す
る
予
定（
50
名
分
）

で
す
の
で
、多
数
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

天
気
が
良
け
れ
ば
ト
ン
ボ
の
羽
化
が
見
ら
れ
る
か
も
…

日
　

時
　

３
月
24
日（
日
）
　

10
時
〜
11
時
30
分

　

※
少
雨
決
行

●
長
袖
、長
ズ
ボ
ン
、長
靴
ス
タ
イ
ル
が
お
す
す
め
で
す
。

【
申
し
込
み
先
】

　

公
益
社
団
法
人
ト
ン
ボ
と
自
然
を
考
え
る
会
　

　

☎（
３
７
）４
１
１
０

　(財)四万十市体育協会では、四万十の日制定を記念し、環境保護思想の高揚と健康増進を図ること
を目的に、3月31日から5月31日までの期間、下記の日程でスポーツ大会を開催します。

第24回 四万十の日制定記念 春季市民スポーツ大会

西南大規模公園(大方) 　テニスコート

安並運動公園　温水プール

具同体育センター

市立中村中学校　武道場

具同体育センター

河川敷ゲートボール場

スポーツセンターアリーナ

安並運動公園　卓球場

安並運動公園　運動広場

安並運動公園　運動広場

不入山「四万十源流探索」　8：00具同体育センター出発

安並運動公園　四万十スタジアム

スポーツセンターアリーナ

具同体育センター

安並運動公園　四万十スタジアム

安並運動公園　運動広場

安並運動公園　弓道場

西南大規模公園（大方）　テニスコート

佐川町～日高村「佐川富士207m、大滝山247m」

　8:30安並スポーツセンター発

スポーツセンターアリーナ

安並運動公園　運動広場

具同体育センター

渡川緑地公園

安並運動公園　四万十スタジアム

安並運動公園　運動広場

西南大規模公園(大方) 　テニスコート

安並運動公園　相撲場

安並運動公園　運動広場

3/31（日）

4/7（日）

4/12（金）

4/14（日）

4/21（日）

4/28（日）

5/9（木）

5/25（土）

6/2（日）

4/2～5/31

※日程、場所等は変更になる場合があります。

【問い合わせ先】(財)四万十市体育協会事務局　☎（37）4558

ト
ン
ボ
王
国
　

３
月
の
イ
ベ
ン
ト
情
報

場　所　等

ソフトテニス(一般)

水　泳

居合道

空手道（玄武館）

スカッシュバレーボール

ゲートボール

ミックスバレーボール

卓　球

壮年ソフトボール

ペタンク

登山（中村山の会）

軟式野球

バドミントン

家庭婦人バレーボール

軟式野球

実年ソフトボール

弓　道

ソフトテニス（中学生）

登　山（シ・マムタの会）

剣　道

シニアソフトボール

９人制女子バレーボール

タスキリレー（ランナーズ）

野　球（決勝戦）

グラウンド・ゴルフ

ソフトテニス（Jr）

相　撲

早起きソフトボール（早朝）

種　　目日　　程

総合開会式：4月14日（日）　8時30分～　スポーツセンターアリーナ
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市営住宅入居者募集
住
宅
名
ほ
か
　

　

入
田
団
地
共
同
住
宅
　

Ｂ‐

２
０
２
号
室

所
在
地
　

入
田
３
５
８
９‐

１

構
　

造
　

中
層
耐
火
構
造
３
階
建

間
取
り
　

６
畳×

２
、Ｌ
Ｄ
Ｋ
、Ｗ
Ｃ
、浴
室
、

　
　
　
　

物
置
　
　

建
築
年
　

平
成
11
年
度

家
　

賃
　

２
０
１
０
０
円
か
ら

　

※

入
居
世
帯
の
所
得
額
に
よ
り
異
な
り
ま
す

入
居
資
格
　

　

・
単
身
の
場
合
は
昭
和
31
年
４
月
１
日
以

　

 

前
に
出
生
の
人

　

・
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ
と

　

・
所
得
に
制
限
が
あ
り
ま
す

　

※

詳
細
に
つ
い
て
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

　
　

さ
い

　
　

希
望
者
が
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
な
り

　
　

ま
す

募
集
案
内
　

（
本
庁
）財
政
課
ま
で

　

※

３
月
１
日(

金)

か
ら
配
布
し
ま
す

受
付
期
間
　

３
月
１
日（
金
）〜
19
日（
火
）

入
居
予
定
　

４
月
下
旬

募
　

集

（本庁）財政課 管財契約係
☎（34）6120

初心者卓球教室 　

気
軽
に
楽
し
め
る
ス
ポ
ー
ツ
の
代
表
種
目
で

あ
る
卓
球
。
初
心
者
卓
球
教
室
を
次
の
要
領
で

行
い
ま
す
。基
礎
・
練
習
方
法
か
ら
指
導
す
る
教

室
で
す
。

期
　

間
　

平
成
25
年
４
月
〜
平
成
26
年
３
月

　
　
　
　

毎
週
　

火
曜
ク
ラ
ス
／
19
時
〜
21
時

　
　
　
　
　

   

　

木
曜
ク
ラ
ス
／
14
時
〜
16
時

場
　

所
　

安
並
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
・
卓
球
場

会
　

費
　

１
０
０
０
円
／
月

使
用
料
　

大
人：

１
５
０
円
／
回

　
　
　
　

高
校
生：

70
円
／
回

　
　
　
　

小
中
学
生：

50
円
／
回

講
　

師
　

中
山
典
夫（
幡
多
卓
球
協
会
会
長
）

ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
料

　

大
人：

１
８
５
０
円（
65
歳
以
上
１
０
０
０
円
）

　

小
人：

８
０
０
円

　

※

保
険
期
間：

加
入
日
〜
平
成
26
年
３
月
31
日

定
　

員
　

15
人

受
付
期
間
　

３
月
11
日（
月
）〜

申
込
方
法
　

電
話
で
も
受
付
し
ま
す
。

　

※

運
動
の
で
き
る
軽
装
、
室
内
シ
ュ
ー
ズ
を

　
　

ご
用
意
く
だ
さ
い
。
ラ
ケ
ッ
ト
の
無
い
人

　
　

も
歓
迎
し
ま
す
。

教
室
・
講
座

問 申

（財）四万十市体育協会（市民スポーツセンター）
☎（34）2071

問 申

（財）四万十市体育協会（市民スポーツセンター）
☎（34）2071

問 申

教
室
・
講
座日

　

時
　

８
時
〜
９
時

　

【
第
１
講
習
】３
月
28
日(

木)

〜
31
日(

日)

　

【
第
２
講
習
】４
月
１
日(

月)

〜
４
日(

木)

場
　

所
　

市
立
温
水
プ
ー
ル

対
　

象
　

小
学
生

定
　

員
　

各
講
習
40
人

　
　
　
　

（
希
望
の
講
習
か
ら
受
講
可
）

受
講
料
　

１
講
習（
４
日
間
）２
０
０
０
円

　
　
　
　

２
講
習（
８
日
間
）３
５
０
０
円

入
館
料
　

２
１
０
円（
１
回
当
た
り
）

　
　
　
　

※
回
数
券
・
会
員
券
利
用
可

保
険
料  

ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
未
加
入
者
は
、

　
　
　
　

１
講
習
２
０
０
円

指
導
者
　

（
財
）四
万
十
市
体
育
協
会
委
嘱
の
水

　
　
　
　

泳
指
導
者

受
付
期
間
　

３
月
11
日（
月
）〜

申
込
方
法
　

所
定
の
申
込
用
紙
に
記
入
の
上
、

　
　
　
　
　

受
講
料
、
保
険
料
を
添
え
て
下
記

　
　
　
　
　

ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

春休み早朝子供水泳教室 散歩は避難の第一歩

　東北地方太平洋沖地震から
約２年が経ち、現在も復旧・復
興が進められており、このよう
な災害と向き合うための取り
組みもまた、各地で行われてい
ます。
　このうち、岩手・宮城・福島３
県の被災者を対象に、内閣府・
消防庁・気象庁が共同で行った
津波避難に関する意識調査で
は、①揺れた直後に避難した人
は、全体の57％だった　②揺れ
た直後に避難した人のうち、自
宅にいた人は全体の70％だっ
た　③避難したきっかけが「家
族、近所の人の呼びかけ」と回
答した人の割合は全体の20％
と、２番目に多かった　…など
の結果が出ています。
　多くの人は、自宅にいる時間
が最も長いと言われています。
その自宅から速やかに避難す
るために、家族や近所で話し
合って、避難場所や移動ルート
を決めておくと、災害が発生し
た時でも、素早く、落ち着いて
避難ができるようになります。
　これからの季節、たまには自
宅の周辺を散歩してみるのも
良いでしょう。避難に役立つ道
が見つかれば、周りの景色も見
ちがえるようになるかもしれ
ません。
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問 申

教
室
・
講
座

楽しい水泳教室

（財）四万十市体育協会(安並スポーツセンター内)
☎（34）2071

■
子
供
達
の
た
め
の
水
泳
教
室

　

日
　

時
　

毎
週
火
曜
日
　

17
時
〜
18
時
30
分

　

対
象
者
　

小
学
生
、中
学
生
、高
校
生

　

定
　

員
　

70
人（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
）

■
大
人
対
象
の
水
泳
教
室

　

健
康
の
た
め
に
水
泳
を
始
め
て
み
た
い
！
正

し
い
泳
ぎ
方
を
覚
え
た
い
！

　

初
級
者
、中
級
者
の
た
め
の
水
泳
教
室
で
す
。

　

日
　

時
　

毎
週
火
曜
日

　
　
　
　
　

18
時
30
分
〜
20
時
30
分

　

コ
ー
ス
　

初
・
中
級
者
コ
ー
ス

　

定
　

員
　

各
コ
ー
ス
と
も
20
人

　
　
　
　
　

（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
り
）
　

《
共
通
事
項
》

　

開
催
期
間
　

平
成
25
年
４
月
２
日（
火
）〜

　
　
　
　
　
　

平
成
26
年
３
月
25
日（
火
）

　

会
　

費
　

１
０
０
０
円
／
月
額
　

　
　
　
　
　

※

別
途
温
水
プ
ー
ル
入
場
料
必
要

　
　
　
　
　
　

回
数
券
、会
員
券
可

保
険
料

　

平
成
25
年
度
ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
未
加
入
者

　

（
年
額
）一
　

般
　

１
８
５
０
円

　
　
　
　

（
65
歳
以
上
の
人
は
１
０
０
０
円
）

　
　
　
　

中
学
生
以
下
　

８
０
０
円

指
　

導
　

藤
泳
会
ス
タ
ッ
フ

受
付
期
間
　

３
月
11
日（
月
）〜

申
込
方
法
　

所
定
の
申
込
書
に
保
険
料
を
添
え
て

　
　
　
　
　

下
記
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

※

平
成
24
年
度
参
加
者
の
人
も
新
規
お
申
込

　
　

く
だ
さ
い
。

募
　

集

防衛省　平成25年度予備自衛官補および幹部自衛官募集

問 自衛隊四万十地域事務所　☎（35）3096

定期相談所

（本庁）総務課　
☎（34）1804

高知地方法務局四万十支局
☎（34）1600

行政相談所

特設人権相談所

日　時 場　所 相談内容 問い合わせ先

3月19日（火）
13時～16時

社会福祉センター

大宮生活改善
センター

4月5日（金）
９時～12時

国や県、市の仕事に対する苦情や要望
《相談委員》武田二三生 ☎(35)6414
　　　　　正木　卓夫 ☎(37)2560

金銭・相続・借地借家・結婚・離婚・セク
ハラ・ＤＶ・いじめ・児童虐待・交通事
故・裁判費用など人権に関する問題

教
室
・
講
座

四万十市雇用創造促進協議会　3月開催講座
募集種目 日　　時 場　　所 内　　容 講　　師 募集期間

◆販売・企画力向
　上セミナー

3月14日（木）
まで

３月15日（金）
13:00～17:00

四万十市
西土佐商工会

●地域活性化に役立つフェイスブック
　の活用方法

宮松　利博氏
【(株)ISSUN代表取締
役】

ご不明な点がありましたら、左記までお問い合わせの上お

申し込みください。応募者多数の場合は先着順になります。問
四万十市雇用創造促進協議会　☎（34）9570　FAX（34）9571　
ホームページ　http://www.shimanto-koyo.com/

　自衛隊未経験者を予備自衛官補として採用し、所定の
訓練を受けた後、予備自衛官として任用する制度です。
　予備自衛官は普段社会人として仕事をしながら、年間
５日間（連続５日間の訓練が基本）の訓練を受け、必要と
認められる場合に出頭し（出頭可能な者）、自衛官となり
活動します。東日本大震災に伴い、予備自衛官制度開始
以来初めての招集があり、被災された人々の生活支援を
２週間行いました。

　幹部自衛官は、部隊の骨格と言われ、強い責任感と実
行力で部隊を指揮する立場にあり、卓越したリーダー
シップが必要となります。
　自衛隊をめぐる内外の変化に柔軟に対応し得る優れ
た幹部自衛官が求められています。　　

予備自衛官補（年齢の計算期日：平成25年7月1日） 自衛隊幹部候補生（幹部自衛官）

4月3日（水）まで 4月26日（金）まで

4月13日（土）
１次試験（一般）：5月11日（土）

１次試験（飛行要員）：5月11日（土）・12日（日）

教育訓練招集手当(日額)：予備自衛官補7,900円、
予備自衛官8,100円

予備自衛官手当：予備自衛官として任用期間中月額4,000
円支給

給与月額：214,900円（平成24年4月1日現在）

ボーナス：年２回（６月、１２月）

一般採用：18歳以上34歳未満（資格等は不要）の人 一般：平成26年4月4日現在22歳以上26歳未満の人

技能採用：18歳以上で保有する技能・資格に応じ53～55
歳未満の人

大学院卒者：平成26年4月1日現在、修士課程修了者等で、
20歳以上28歳未満の人

概　　要

受験科目

応募資格

受付期間

試験日

給与および手当

※１人で両方の科目を受験できます。
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被
災
建
築
物
応
急

危
険
度
判
定
と
は
、

地
震
で
被
災
し
た
建

物
に
つ
い
て
、
余
震

で
倒
壊
す
る
な
ど
の

危
険
性
を
判
定
し
て

表
示
す
る
も
の
で

す
。
国
や
地
方
公
共

団
体
、
建
築
関
係
団

体
な
ど
が
連
携
し
、

被
災
地
域
に
判
定
士

を
派
遣
し
て
行
い
ま

す
。

　

地
震
が
発
生
し
た

際
に
は
、
被
災
者
が

そ
の
ま
ま
家
に
い
て

い
い
の
か
、
避
難
所

に
避
難
し
た
ほ
う
が

い
い
の
か
な
ど
を
判

断
す
る
た
め
に
、救
命
、救
急
、消
防
活
動
と
並
行
し
て
で
き
る
だ
け

速
や
か
に
応
急
危
険
度
判
定
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、地
震
発
生
後
の
建
物
の
判
定
に
は
建
物
の
復
旧
対
策
を
検

討
す
る
目
的
の
も
の（
被
災
度
区
分
判
定
）や
、「
り
災
証
明
書
」を
発

行
す
る
目
的
の
も
の（
住
家
被
害
認
定
）な
ど
も
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、建
物
と
同
様
に
、
造
成
さ
れ
た
宅
地
に
対
し
て
危
険
度
を

判
定
す
る
も
の(

被
災
宅
地
危
険
度
判
定)

も
あ
り
ま
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
目
的
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、判
定
の
た
め
の
調
査
の

際
に
は
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

（
県
）土
木
部
建
築
指
導
課 

指
導
担
当

　

☎ 

０
８
８(

８
２
３)

９
８
９
１

ご
存
知
で
す
か
？

　

被
災
建
築
物
応
急
危
険
度
判
定

ご
存
知
で
す
か
？

　

被
災
建
築
物
応
急
危
険
度
判
定

ご
存
知
で
す
か
？

　

被
災
建
築
物
応
急
危
険
度
判
定

判定結果は３種類のステッカー（A３サイズ）を建物の出入
り口などに貼り付けて表示します。

（緑）調査済
この建物は使用可
能です

（黄）要注意
この建物に立ち入
る場合は十分に注
意してください

（赤）危険
この建物に立ち入
ることは危険です

募
　

集

　

『
四
季
の
歌
』『
赤
い
花
白
い
花
』
な
ど
の
ヒ
ッ

ト
曲
で
知
ら
れ
る
歌
手
の
芹
洋
子
さ
ん
の
コ
ン

サ
ー
ト
が
西
土
佐
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル
で
開
催
さ

れ
ま
す
。

　

ぜ
ひ
お
誘
い
あ
っ
て
お
越
し
い
た
だ
き
、芹
さ

ん
の
美
し
い
歌
声
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

日
　

時
　

３
月
23
日（
土
）

　
　
　
　

15
時
30
分
〜（
開
場：

15
時
）

場
　

所
　

西
土
佐
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル

出
　

演
　

芹
洋
子
さ
ん

入
場
料（
前
売
）

　

一
般：

２
０
０
０
円
、

　

65
歳
以
上
・
高
校
生
以
下：

１
０
０
０
円

　

※

当
日
券
は
５
０
０
円
増
し

チ
ケ
ッ
ト
販
売

　

西
土
佐
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル
、西
土
佐
総
合
支
所
、

　

市
立
中
央
公
民
館
　

ほ
か

県立中村高等技術学校 訓練生募集
西土佐ふれあいホール自主事業
芹洋子ふれあいコンサート

高知県立中村高等技術学校　☎（37）2723
HP http://www.pref.kochi.lg.jp/soshiki/151305/

問

催
　

し

（市）教育委員会 西土佐事務所　
☎（52）1110

問

※いずれの試験も下記日程で行います。
　願書受付　３月27日（水）まで　　試験日　　３月28日（木）
　試験科目　適性試験、面接　　　  合格発表　３月29日（金）
※遠隔地者には寮（男性）もあります。

中学校卒業者以上（平
成25年3月卒業見込み
を含む）で、平成25年4
月1日現在29歳以下

中学校卒業者以上（平
成25年3月卒業見込み
を含む）で、平成25年4
月1日現在35歳以下

中学校卒業者以上（平
成25年3月卒業見込み
を含み）で平成25年4
月1日現在65歳以下

募集定員

若干名

若干名

10人

訓練期間応募資格募集訓練科名

２年木造建築科

住宅リフォーム科

２年左官・タイル施工科

６ヶ月

教
室
・
講
座

　

こ
の
教
室
は
パ
ソ
コ
ン
に
触
っ
た
こ
と

も
な
い
初
心
者
か
ら
、
現
在
パ
ソ
コ
ン
を

勉
強
し
て
い
る
人
ま
で
、
年
齢
に
関
係
な

く
幅
広
く
参
加
で
き
ま
す
。

■
初
心
者
教
室（
定
員：

各
20
人
）

　

基
礎
的
な
学
習

　

毎
週
火
曜
日：

12
時
30
分
〜
14
時
30
分

　
毎
週
土
曜
日：

12
時
30
分
〜
14
時
30
分

■
生
涯
学
習
教
室（
定
員：

各
５
人
）

　

初
心
者
受
講
不
可

　

毎
週
火
曜
日

　

午
前
の
部：

９
時
30
分
〜
11
時
30
分

　
午
後
の
部：

15
時
〜
17
時

■
応
用
教
室（
定
員：

６
人
）

　

新
し
い
事
に
も
挑
戦（
初
心
者
受
講
不
可
）

　

毎
週
水
曜
日：

10
時
〜
12
時

■
基
礎
復
習
教
室（
定
員：

各
５
人
）

　

基
礎
学
習
が
で
き
て
い
る
人

　

毎
週
土
曜
日

　

午
前
の
部：
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

　
午
後
の
部：
15
時
〜
17
時

期
　

間 

平
成
25
年
４
月
〜
平
成
26
年
３
月

場
　

所 

市
立
中
央
公
民
館
１
階

情
報
学
習
室

対
象
者
　

パ
ソ
コ
ン
に
興
味
が
あ
り
生
活

　
　
　
　

の
道
具
と
し
て
使
い
た
い
と
い

　
　
　
　

う
学
習
意
欲
の
あ
る
人

募
集
期
間
　

３
月
23
日(

土)

ま
で

※

定
員
に
達
し
次
第
締
め
切
り

受
講
料 

無
料

※

教
材
・
資
料
作
成
料
お
よ
び
教
室
運
営

　

費
が
別
途
必
要
と
な
り
ま
す
。

シニア世代のためのパソコン教室

非営利活動市民団体 四万十市シニアネットワーク事務局
☎（37）2301　FAX （37）2301

問 申

平
成
25
年
3
月
号

29



横
山
充
男

　

小
京
都
四
万
十
ジ
ュ
ニ
ア
駅
伝

大
会
の
取
材
を
兼
ね
て
、
ふ
る
さ

と
中
村
に
帰
省
し
た
。
小
雪
の
ち

ら
つ
く
大
変
な
寒
さ
だ
っ
た
が
、

こ
ど
も
た
ち
は
元
気
に
疾
走
し
て

い
た
。
天
神
橋
通
り
に
は
た
く
さ

ん
の
応
援
客
も
く
り
だ
し
、
お
お

い
に
盛
り
上
が
っ
た
。
懸
命
に
走

る
こ
ど
も
た
ち
の
姿
は
、
目
頭
が

何
度
も
熱
く
な
る
ほ
ど
の
感
動
で

あ
っ
た
。
こ
ん
な
す
ば
ら
し
い
取

り
組
み
を
、
多
く
の
人
々
に
知
っ

て
も
ら
い
た
い
。
そ
ん
な
思
い
を

こ
め
て
、
ジ
ュ
ニ
ア
駅
伝
大
会
を

題
材
に
し
た
少
年
小
説
を
書
い

た
。こ
の
秋
に
出
版
予
定
で
あ
る
。

　

わ
た
し
は
宿
毛
市
平
田
町
で
生

ま
れ
た
が
、
一
歳
に
な
る
前
に
中

村
へ
引
っ
越
し
て
い
る
。
高
校
卒

業
ま
で
中
村
に
い
た
の
で
、
人
生

の
基
本
と
な
る
と
こ
ろ
は
、
す
べ

て
こ
の
町
の
人
々
と
風
土
に
育
ん

で
も
ら
っ
た
。
そ
の
せ
い
か
、
出
版

し
た
物
語
の
多
く
は
幡
多
地
方
の

風
土
を
背
景
に
お
い
て
い
る
。と
く

に
震
災
と
原
発
事
故
が
あ
っ
て
以

降
、い
っ
そ
う
自
然
と
風
土
の
こ
と

を
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

こ
ど
も
の
こ
ろ
の
楽
し
か
っ
た

思
い
出
の
ひ
と
つ
に
、不
破
の
八
幡

さ
ん
の
お
祭
り
が
あ
る
。そ
こ
か
ら

着
想
し
た
少
年
小
説
が
、こ
の
四
月

に
出
版
さ
れ
る
。『
夏
っ
飛
び
！
』と

い
う
題
の
作
品
で
、四
万
十
川
を
舞

台
に
し
た
も
の
だ
。自
然
の
美
し
さ

と
き
び
し
さ
を
、少
年
た
ち
が
心
と

体
で
体
験
し
成
長
し
て
い
く
現
代

の
物
語
で
あ
る
。

　

一
年
を
通
し
て
、四
万
十
市
の
人

た
ち
は
さ
ま
ざ
ま
な
祭
り
と
催
し

を
や
っ
て
い
る
。い
ち
じ
ょ
こ
さ
ん

（
一
條
大
祭
）
の
よ
う
な
伝
統
的
な

祭
り
や
催
し
だ
け
で
な
く
、四
万
十

川
花
絵
巻
、
土
佐
一
條
公
家
行
列
、

し
ま
ん
と
市
民
祭
、四
万
十
川
水
泳

マ
ラ
ソ
ン
、四
万
十
川
ウ
ル
ト
ラ
マ

ラ
ソ
ン
と
切
れ
目
な
く
続
い
て
い

く
。こ
う
し
た
催
し
を
支
え
て
い
る

人
々
の
ご
苦
労
は
大
変
な
も
の
だ

ろ
う
が
、同
時
に
市
民
の
熱
意
な
く

し
て
は
で
き
な
い
こ
と
で
も
あ
る
。

ふ
る
さ
と
応
援
団
員
か
ら
の
便
り

  

風
土
に
根
ざ
し
た

  

物
語
を

　

大
阪
府
在
住

　

昭
和
28
年
生
ま
れ

そ
れ
は
ま
た
、
四
万
十
川
を
中
心
と

し
た
風
土
が
あ
る
か
ら
こ
そ
で
き
る

こ
と
で
も
あ
る
。
こ
ど
も
た
ち
は
そ

ん
な
中
で
育
っ
て
い
く
。

　

ジ
ュ
ニ
ア
駅
伝
大
会
の
取
材
の
あ

と
、
幼
な
じ
み
た
ち
と
一
杯
や
っ
た
。

四
万
十
市
の
人
た
ち
が
、
ど
れ
ほ
ど

す
ご
い
こ
と
を
や
っ
て
い
る
か
を
、

外
か
ら
見
て
い
る
わ
た
し
の
立
場
で

語
っ
た
。
だ
が
、
幼
な
じ
み
た
ち
は
ぴ

ん
と
こ
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
み

ん
な
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
、
こ
う
し

た
催
し
に
協
力
し
て
い
る
ら
し
い
の

だ
が
、
そ
れ
は
当
た
り
前
の
こ
と
で

特
別
な
こ
と
で
は
な
い
。
そ
ん
な
思

い
ら
し
い
。

　

他
所
で
暮
ら
し
て
み
る
と
わ
か
る

の
だ
が
、
幡
多
の
人
た
ち
は
独
特
の

感
性
と
価
値
観
を
も
っ
て
い
る
。

や
っ
て
い
る
こ
と
も
ユ
ニ
ー
ク
で
お

も
し
ろ
い
。
そ
れ
は
か
な
り
誇
れ
る

こ
と
で
あ
り
、
広
く
外
に
む
か
っ
て

宣
伝
し
て
い
い
こ
と
で
あ
る
。
だ
が

ひ
ょ
っ
と
す
る
と
、
そ
れ
は
「
他
所
で

暮
ら
し
て
い
る
幡
多
人
」
が
担
う
べ

き
仕
事
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
ん

な
こ
と
を
考
え
な
が
ら
、
次
の
作
品

の
構
想
を
練
り
始
め
て
い
る
。（

作
家
）

　

天
神
橋
商
店
街
で
は
、昨
年
放
送
さ
れ
た
ド
ラ
マ『
遅
咲
き
の
ヒ

マ
ワ
リ
』
に
ち
な
ん
で
「
ひ
ま
わ
り
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
絵
画
展
を

開
催
し
ま
す
。

開
催
期
間（
予
定
）

　

４
月
中
旬（
て
ん
じ
ん
ば
し
春
の
お
か
み
さ
ん
祭
り
）〜

　

５
月
上
旬

展
示
場
所

　

天
神
橋
商
店
街
ち
ゃ
れ
ん
じ
ｓ
ｈ
о
ｐ
Ｔ
Ｊ
Ｂ
横
（
旧
大
丸

　

ワ
ー
ル
ド
）

　

※

ド
ラ
マ
関
連
グ
ッ
ズ
な
ど
と
一
緒
に
展
示
す
る
予
定
で
す
。

絵
画
の
テ
ー
マ

　

「
ひ
ま
わ
り
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
も
の
な
ら
、
画
材
や
サ
イ
ズ
は

　

自
由
。パ
ソ
コ
ン
を
使
用
し
た
イ
ラ
ス
ト
で
も
可
。

絵
画
の
搬
入
期
間
　

４
月
１
日
〜
15
日

　

天
神
橋
商
店
街
事
務
局
ま
た
は
、
ち
ゃ
れ
ん
じ
ｓ
ｈ
о
ｐ
Ｔ
Ｊ

　

Ｂ
事
務
局
ま
で
、持
参
ま
た
は
郵
送
。

　

電
子
デ
ー
タ
の
場
合
、
容
量
25
Ｍ
Ｂ
以
下
で
あ
れ
ば
メ
ー
ル
に

　

添
付
し
て
天
神
橋
商
店
街
ま
で
送
信
く
だ
さ
い
。

※

絵
の
返
却
に
つ
い
て
は
、
天
神
橋
商
店
街
ま
で
引
き
取
り
に
来

　

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

（
郵
送
・
配
達
等
に
は
対
応
で
き
ま
せ
ん
）

主
　

催
　

天
神
橋
商
店
街
振
興
組
合

【
問
い
合
わ
せ
・
送
付
先
】

　

天
神
橋
商
店
街
振
興
組
合
事
務
局（
平
日：

13
時
〜
17
時
）

　

〒
７
８
７-

０
０
２
７
　

四
万
十
市
中
村
天
神
橋
29 

　

☎
／
Ｆ
Ａ
Ｘ（
３
１
）０
２
８
０

　
E
-m
a
il：
him
a
w
a
ri4
0
0
1
0
@
g
m
a
il.c
o
m

て
ん
じ
ん
ば
し『
ひ
ま
わ
り
展
』 

出
展
者
募
集

て
ん
じ
ん
ば
し『
ひ
ま
わ
り
展
』 

出
展
者
募
集

て
ん
じ
ん
ば
し『
ひ
ま
わ
り
展
』 

出
展
者
募
集

平
成
25
年
3
月
号

30



平
成
25
年
3
月
号
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★
人
権
さ
ま
ざ
ま
★

人
が
人
ら
し
く

人
が
人
ら
し
く95

　

子
ど
も
の
頃
、
中
学
校
は
中
村
で
、

お
よ
そ
二
里
半（
10
キ
ロ
）の
道
を
歩

い
て
の
登
校
で
し
た
。
無
舗
装
の
砂

利
道
は
ま
こ
と
に
歩
き
に
く
く
、
新

し
い
わ
ら
草
履
は
二
日
目
の
帰
り
に

は
す
り
切
れ
て
、
い
つ
も
裸
足
で
し

た
が
、
辛
い
と
も
思
わ
な
か
っ
た
の

は
、
戦
争
時
代
だ
っ
た
か
ら
な
の
で

し
ょ
う
か
。

　

近
隣
の
畑
で
は
知
り
合
い
の
人
た

ち
が
梨
を
も
い
で
い
て
、
中
で
も
と

び
っ
き
り
や
さ
し
い
姐
さ
ん
は
、
決

ま
っ
て
声
を
か
け
て
く
れ
ま
し
た
。

「
梨
で
も
食
べ
て
行
か
ん
か
よ
」

　

ポ
ケ
ッ
ト
い
っ
ぱ
い
梨
を
く
れ
る

の
で
す
が
、
姐
さ
ん
に
頼
ん
だ
の
は

「
ち
ょ
っ
と
傷
に
な
っ
た
が
で
え
え

け
ん
」
と
い
う
と
、「
さ
す
が
に
う
ま

い
が
を
知
っ
ち
ょ
る
ね
え
」
と
笑
っ

て
わ
た
し
て
く
れ
る
の
で
し
た
。

　

梨
も
柿
も
、（
た
ぶ
ん
林
檎
も
、
で

も
あ
の
頃
林
檎
は
口
に
入
り
ま
せ
ん

で
し
た
）、傷
の
あ
る
の
が
う
ま
か
っ

た
の
で
す
。
き
れ
い
な
売
り
物
は
遠

慮
し
て
と
い
う
思
い
も
な
い
で
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
果
物
は
傷
物

こ
そ
お
い
し
さ
抜
群
だ
っ
た
の
で
す
。

　

成
長
し
て
後
に
は
、
人
間
も
そ
う

で
は
な
い
か
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
全
く
傷
だ
ら
け
で
取
り
柄
の

な
い
の
は
別
と
し
て
、逆
に
、完
全
無

欠
の
人
格
は
寄
り
つ
け
な
い
気
が
し

た
も
の
で
し
た
。

　

非
の
打
ち
所
の
な
い
人
が
い
る
と

し
た
ら
、ど
ん
な
人
な
の
で
し
ょ
う

か
。
お
目
に
か
か
っ
た
こ
と
な
ど
あ

り
ま
せ
ん
が
、
い
た
と
し
た
ら
、
味

も
素
っ
気
も
な
い
人
な
の
で
は
な

い
か
と
想
像
し
て
い
ま
す
。

　

昔
の
先
輩
た
ち
は
、学
帽
の
て
っ

ぺ
ん
に
靴
墨
を
塗
り
込
ん
で
、て
か

て
か
に
（
汚
し
た
）
帽
子
を
か
ぶ
っ

て
い
ま
し
た
。今
で
も
同
じ
風
潮
な

の
か
、ジ
ー
パ
ン
を
ボ
ロ
ボ
ロ
に
し

た
も
の
を
粋
が
っ
て
穿
い
て
、わ
ざ

わ
ざ
崩
れ
た
も
の
を
好
む
傾
向
が

あ
る
よ
う
で
す
。時
に
よ
り
け
り
か

も
知
れ
ま
せ
ん
が
、完
全
無
欠
な
も

の
に
は
味
が
な
い
と
い
う
こ
と
を

示
し
て
い
る
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

　

ど
こ
か
傷
の
あ
る
（
苦
労
し
た
）

人
格
に
こ
そ
、人
は
魅
力
が
あ
る
と

思
う
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

子
ど
も
虐
待
の
ニ
ュ
ー
ス
が
マ

ス
コ
ミ
に
絶
え
る
こ
と
が
あ
り
ま

せ
ん
。親
た
ち
は
百
点
満
点
の
子
ど

も
を
と
思
い
す
ぎ
て
は
い
ま
せ
ん

か
。
大
人
が
完
全
で
な
い
以
上
に
子

ど
も
は
不
完
全
極
ま
り
な
い
存
在

で
す
。ど
の
子
も
み
ん
な
傷
を
受
け

な
が
ら
、
そ
れ
を
癒
や
し
、
癒
や
し

て
も
ら
い
な
が
ら
甘
い
果
実（
り
っ

ぱ
な
大
人
）に
成
長
し
て
い
く
も
の

だ
と
い
う
こ
と
を
忘
れ
な
い
で
と

ね
が
っ
て
い
ま
す
。

　

四
万
十
市
人
権
啓
発
講
師

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
本
衞

お
誕
生

　

お
め
で
と
う

お
誕
生

　

お
め
で
と
う

明
神
 

美
里

水
野
 

里
咲

笹
岡
 

千
陽

伊
与
田
 

貴
史

尾
﨑
 

洵
南

竹
内
 

優
華

今
城
 

太
翔

沖
 

天
晴

有
澤
 

実
花

神
﨑
 

柊
音

西
川
 

颯
人

走
川
 

騎
士

白
井
 

沙
那

宮
川
 

奏
来
人

中
平
 

未
飛
真

伊
藤
 

巴
紅

中
川
 

彩
葉

井
上
 

碧
結

小
川
 

海
愛

大
﨑
 

巴
哉

吉
岡
 

琉
花

坂
 

柊
磨

入
江
 

悠
斗

み
り

り
さ

ち
よ
り

た
か
ふ
み

じ
ゅ
な

ゆ
う
か

た
い
が

て
ん
せ
い

み
か

し
お
ん

は
や
と

な
い
と

さ
な

そ
ら
と

み
ひ
ま

は
く

い
ろ
は

あ
お
い

う
さ

と
も
や

る
か

し
ゅ
う
ま

ゆ
う
と

康結
城

京
平

友
史

翔
太

章
祥

功直
也

拓
也

祐
士

淳
樹

綾健
嗣

順浩
二

由北
斗

石
根

直
弥

達
也

猛
志

る
な

脩
平

（
平
成
25
・
1
・
６
〜
平
成
25
・
2
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「
お
誕
生
お
め
で
と
う
」、「
ご
冥
福
を
お

祈
り
し
ま
す
」
の
コ
ー
ナ
ー
へ
の
掲
載

に
つ
い
て
は
、ご
家
族
の
希
望
を
聞
い
て

掲
載
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

掲
載
を
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れ
る
場
合
は
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ま
で
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ず
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
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え

そ

い
き
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け

　水の入れ替え等、春の全館大掃除のため下記の期間を

休館とさせていただきます。

３月８日（金）16時30分～

３月14日（木）
※３月15日から平常どおり運営します。

【問い合わせ先】安並スポーツセンター　☎（34）2071

市立温水プール休館日



森下住宅器機
土居水道工事店
中村水道工事センター
㈱中村住設
㈲大杉設備工業
㈲福永工業
㈲カキタニ設備
岡崎プロパン㈱
㈲夕部設備
西南管工
㈱奥宮工業
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16,452

人
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55
65
24
37

1 水道の使用を開始・中止するときは…
引っ越しなどで水道の使用を開始、中止または使用者の名義を変
更するときは、事前に下記までご連絡をお願いします。

【問い合わせ・連絡先】
（本　　庁) 水　道　課　☎（34)1711
（総合支所）産業建設課　☎（52)1111

正木整形外科
市民病院
森下病院
佐々木整形外科
幡多病院
市民病院

）
）
）
）
）
）

日（
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日（

日
日
水
日
日
日

月

月

3

4

10
17
20
24
31
7

☎（ 3 4 ）5 2 5 2
☎（ 3 4 ）2 1 2 6
☎（ 3 4 ）2 0 3 0
☎（ 3 4 ）7 1 7 7
☎（ 3 4 ）6 2 1 1
☎（ 3 4 ）2 1 2 6

※当番については変更になる場合がありますので、各医療機関へ
　事前に電話でお問い合わせください。
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今
年
の
梅
の
里

ま
つ
り
（
18
頁
）
は

雲
一
つ
な
い
絶
好

の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

日
和
。
ガ
イ
ド
の
方

の
お
話
を
聞
き
な

が
ら
散
策
を
楽
し

み
ま
し
た
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印
象
に
残
っ
た

の
が
、
フ
ェ
イ
ス

ブ
ッ
ク
で
も
紹
介

し
た
「
田
ん
ぼ
で
写

真
展
」
。
田
ん
ぼ
道

を
歩
き
な
が
ら
見

る
、
自
然
の
下
で
の

写
真
展
。
大
用
地
区

の
新
し
い
名
物
に

な
り
そ
う
で
す
。
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「広報四万十」４月号は４月３日（水）発送予定です「広報四万十」４月号は４月３日（水）発送予定です「広報四万十」４月号は４月３日（水）発送予定です

広報

広報

3月の統計調査

調　査　名 該当地区

家計調査

労働力調査

京町、於東町、新町、天神橋、
愛宕町、小姓町

安並、東町１丁目

三ツ又

該当地区

実施中

実施中

準備調査

【問い合わせ先】
（県）総務部 統計課　☎088(823)9344

～運転免許証の返納をお考えの方へ～
四万十市高齢者免許返納サポート制度を４月１日より開始します

～運転免許証の返納をお考えの方へ～
四万十市高齢者免許返納サポート制度を４月１日より開始します

運転経歴証明書を提示するとさまざまな特典が受けられます。
－四万十市高齢者免許返納サポート制度とは－

■高齢者の交通事故防止対策の一環として、運転免許証を自主的に返納された65歳以上の高齢者（65歳未
　満でも病気等により自主的に返納した方を含む）に対する支援を行う制度です。
■サポートとは、協力店において、「運転経歴証明書」を提示する高齢者等に対し、商品の割引などの特典
　を提供するものです。
■すでに運転免許証を返納した方でもサポートが受けられます。

サポート制度の詳細については、4月号の広報に掲載します。
協力店については、４月に「協力店一覧表」を各戸配布します。

【問い合わせ先】（市）環境生活課 市民生活係　☎（35）4147　 FAX（34）7466

★警察署または運転免許センターで運転免許証を自主返納
　（運転経歴証明書の交付申請をしてください）

★協力店で運転経歴証明書を提示

★商品の割引などの特典が受けられる

－サービス提供の流れ－－サービス提供の流れ－－サービス提供の流れ－
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